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令和６年度 総合職事務系



 この度は農林⽔産省の「内定者ガイドブック」をお⼿
に取ってくださりありがとうございます。

 本冊⼦は、国家公務員や農林⽔産省に関⼼を持つ⽅に
向けて、令和６年度農林⽔産省内定者が⾃⾝の経験をも
とに、進路選択や公務員試験、官庁訪問に関する情報や
体験談をまとめたものです。

 就職活動に取り組む上では、たくさんの未来の中から
⼀つの進路を選ぶことに悩みや不安も多くあるかと思い
ます。

 私たちが何を考え、どのようなプロセスを経て「農林
⽔産省内定者」に辿り着いたのかを知っていただくこと
で、皆さんの進路選択の⼿助けとなれば幸いです。

令和６年度 農林⽔産省総合職事務系 内定者⼀同

※本冊⼦は内定者が作成したものであり、その記載の内容は農林⽔産省の
⾒解を表すものではありません。
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Vision Statement
わたしたち農林⽔産省は、 

⽣命を⽀える「⾷」と
安⼼して暮らせる「環境」を
未来の⼦どもたちに継承して

いくことを使命として、 
常に国⺠の期待を正⾯から受け⽌め

時代の変化を⾒通して政策を提案し、

その実現に向けて全⼒で⾏動します。 

いのち
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【POINT！】
‧試験区分に関係なく採⽤が⾏われます。
‧農林⽔産省の採⽤では、席次は特に気にされず、むしろ官庁訪問での評価が重視されていると思
います。
‧予備校の利⽤は半数にとどまっており、⾃分に合った対策をすることが重要だと思われます。

１-１. 内定者の試験状況
-１章 内定までの流れ-

【試験区分】

【席次】

【学習形態】
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【合格年度】

【英語加点】

【試験地】

内定者の試験に関する基本情報を紹介します。



【POINT！】
‧(⺠間就活、卒論、アルバイト等の)各種活動と志望動機に⼀貫性があると説得⼒が増すかもしれま
せん。
‧⾯接で問われる内容や評価される要素にはある程度のパターンがあるため、⺠間就活も官庁訪問
の糧になります。(忙しくはなりますが…)
‧試験勉強を始めるのは遅くなりましたが、正直余裕も安⼼感も皆無だったので早期に動き出すの
がオススメです。

【Aさんの例】
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１-２. ⼊学から内々定まで

全体 ⼤学⽣活 就活関連

⼤学前半
（〜⼤学２年
末）

⼿当たり次第に動
く

‧ビジネスコンテストに
参加
‧ボードゲームサークル
に加⼊

‧農業や⾷への関⼼
‧就活については先輩か
ら話を聞く程度

⼤学３年春 就活に怯えて過ご
す

‧⾦融学のゼミに所属
‧サークルでは新歓活動
など

‧⼤きな動きなし

⼤学３年夏 緩やかに就活開始 ‧同上 ‧JAグループや⾷品産業
を中⼼に、説明会や
１dayインターンに参加

⼤学３年秋 就活もしつつ授業
や卒論をやや優先

‧卒論テーマを考えはじ
める(通常より早い？)
‧テーマは⽶穀現物市場
の分析に決定

‧オンラインの合同説明
会など
‧就活エージェントとの
⾯談等を通して⾃⼰分析

⼤学３年冬 ⼤慌てで試験勉強 ‧卒論準備(先⾏研究や事
例の収集など)

‧イベントで農林⽔産省
と出会い、公務員の道を
本格的に考える(その後も
イベントに参加)
‧試験勉強(１次試験中⼼)
‧⺠間の早期選考にエン
トリー(４〜５社程度)

⼤学４年春 官庁訪問対策 ‧卒論準備(制度分析な
ど)

‧試験勉強(２次試験)
‧官庁訪問対策

-１章 内定までの流れ-



【POINT！】
‧官庁訪問では、パーソナリティの掘り下げや熱意の⾒極めに重点が置かれていると感じたため、貴重な⼤
学⽣活を楽しむことを通して、⾃⾝の原体験や関⼼事を濃く強くしておくことが⼤事だったと思います。
‧ギリギリで教養区分の受験を決めたため、英語資格がなく不安な思いで試験に臨んでしまったことが唯⼀
の後悔です…… 英語資格だけは⼤学前半の時点で取得しておくと安⼼です。
‧政策の勉強や時事のフォローなど、やろうとしては難しくて諦める、ことを繰り返していたため、官庁訪
問直前になって「何もしていない！」と焦りました…… しかし官庁訪問では知識よりも、資質や熱意を評価
されていると感じたので、国総対策としては、説明会に出席しながら、難しいことについて何となくでも思
考する習慣をつけておくのが⼤切だと感じます。

【Bさんの例】
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全体 ⼤学⽣活 就活関連

⼤学前半
（〜⼤学２年
末）

好きなことをする ‧オーケストラ部の
練習（週３〜５）
‧中国⼈留学⽣との
⾔語交換（⽉１）

特になし

⼤学３年春 就活に怯えるもの
の、
部活や学業に必死

‧オーケストラ部の
パートリーダーに就
任
‧国⽂学研究室で演
習活動（週２）

‧⼤学⽣協公務員講座の受
講開始
‧「⼥⼦学⽣霞が関体験プ
ログラム」のチラシを⾒
て、国総に関⼼を持つ

⼤学３年夏 ‧⼥⼦霞が関プログラム、
総務省１dayインターンの２
つに参加（オンライン）
‧教養区分の受験を決める

⼤学３年秋 教養区分（短期⽬
標）に全振り

‧なんとなく参加した説明
会で農林⽔産省に強く惹か
れる
‧教養区分の試験勉強

⼤学３年冬 部活や学業で忙しく
しつつも、
改めて進路の選択肢
を幅広く⾒る

‧教養合格後、⺠間２社の
１dayインターン、県庁のイ
ンターンに参加
‧都合のつく限り、関⼼の
ある企業や省庁の説明会に
すべて参加（オンライン）

⼤学４年春 ⺠間対策/官庁訪問対
策を並⾏して⾏う

卒論の準備（週１） ‧⺠間２社の早期選考に参
加→内々定
‧官庁訪問対策

１-２. ⼊学から内々定まで
-１章 内定までの流れ-



【POINT！】
‧試験勉強を始めるのは遅かったのですが、⺠間就活のメドが早めに⽴てられていたため、冬以降
は⺠間就活を⼀切⾏わず試験勉強‧省庁研究に専念できました。
‧官庁訪問対策の際には、⺠間就活の際に⾏っていた⾃⼰分析や⾯接での⾃⼰PR⼒を活⽤すること
ができました。

【Cさんの例】
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全体 ⼤学⽣活 就活関連

⼤学前半
(〜⼤学２年末)

学⽣⽣活を満喫
しつつ⾃分の将
来を考える

⼤学⽣活を満喫
‧管弦楽団の活動
‧論⽂コンテスト応
募‧⼊賞

⾼校の先⽣から紹介していただい
た官僚の⽅に漠然とした憧れを抱
き、公務研究セミナーに参加

⼤学３年春 ⺠間〜官庁まで
幅広く⾒つつ進
路を検討

‧管弦楽団の演奏会
‧合宿

関⼼ある官庁の説明会に参加する
⼀⽅、⺠間の説明会にも参加

⼤学３年夏 学⽣⽣活を充実
させつつやりた
いことを具体化
させていく

ゼミ合宿を通じて農
林⽔産省への思いを
新たにする
‧管弦楽団の演奏会
‧合宿
‧論⽂コンテスト応
募‧⼊賞
‧ゼミ調査合宿

‧⺠間（コンサル‧シンクタン
ク）の説明会を聞く中で、⺠の⽴
場から官に働きかけていきたいと
考えるようになり、⺠間のイン
ターンに参加しながら夏を過ごす
‧しかし、ゼミ合宿で官僚の⽅や
漁協の⽅の話、地⽅⾃治体の⾏政
職員の⽅の話を伺い、進路を再考

⼤学３年秋 試験勉強開始 ‧管弦楽団の演奏会 ‧公務員志望へ転換（１０⽉）
‧関⼼ある官庁の説明会に最⼤限
参加
‧春試験に向けた勉強開始（予備
校の授業の受講開始）

⼤学３年冬 説明会を勉強の
モチベーション
にしつつ、試験
勉強を本格化さ
せる

‧管弦楽団の引退演
奏会（１２⽉）

‧勉強に本腰を⼊れる
‧興味本位で参加した農林⽔産省
の説明会で、農林⽔産省の職員の
⽅のいきいきした姿に魅かれる
‧関⼼ある官庁の説明会参加
‧⺠間（コンサル）に年内に内々
定したため、⺠間就活は１１⽉頃
には終了

⼤学４年春 官庁訪問対策 ‧卒論の準備 ‧官庁訪問対策にほとんどの時間
を割く
‧試験終わり次第、官庁訪問対策

１-２. ⼊学から内々定まで
-１章 内定までの流れ-



コラム１.イベントの活⽤⽅法

 政策講演会、政策シミュレーション、現場訪問、職員訪問、インターン
シップ、採⽤担当との個別相談会など、農林⽔産省には様々なイベント企画
があります。内定者がいつ頃から、どのようなイベントに参加していたのか
…内定者にイベントの活⽤について聞いてみました！

＊イベント⼀覧は農林⽔産省の特設サイトからご確認ください！
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-１章 内定までの流れ-

https://careers.maff.go.jp/recruit/events/all/


コラム１.イベントの活⽤⽅法

内定者に聞いた！
おすすめのイベントランキングBEST３

１位 採⽤担当との個別相談会
➤おすすめ理由
‧志望理由を率直にぶつけ、職員からFBを受けるという０次⾯接のような形
で活⽤することができた！
‧国家総合職を⽬指すにあたっての不安や疑問を気軽に聞くことができた！
‧(地⽅出⾝者)地⽅まで採⽤担当の⽅が来てくださり、対⾯でお話しできる貴
重な機会でした。

２位 政策シミュレーション
➤おすすめ理由
‧農林⽔産省として取り組んでいる課題について政策ベースで勉強すること
ができるうえ、それに対する⾃分⾃⾝の考え⽅を他の参加者と⼀緒に深める
ことができる！
‧政策を考えるのが楽しいと感じたことが、⺠間ではなく公務員だと決断す
る⼀助になりました。

３位 政策講演会
➤おすすめ理由
‧政策の事や幅広い年次の職員さんの価値観や雰囲気について学べる！
‧講演会で興味を持った分野は、官庁訪問の志望動機や原課で聞きたい希望
を出すことに活⽤することができる！

同３位 職員訪問
➤おすすめ理由
‧⾃分の関⼼のある政策について、１対１で詳しくお話を聞ける！
‧働く場所としての農林⽔産省を知ることができる！
‧官庁訪問の原課⾯接と形式が似ているので予⾏演習になる！

【イベント参加時に意識していたことは？】

‧興味のある政策や分野は⾃然と勉強するので、敢えて関⼼の薄い政策領域
の説明会にも参加するようにしていた。
‧参加後のアンケートはその⽇の学びの整理にもなるので、⽐較的時間をか
けて書いた。
‧進路選択や官庁訪問に活かすことを常に意識していた。
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-１章 内定までの流れ-



コラム１.イベントの活⽤⽅法

【内定者の声】
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総合職事務系が⼊省後多様なポストを経験することになることを踏まえて、
好き嫌いせずに出られる範囲ですべてのイベントに参加して、様々な政策課
題や価値観に触れることを重視していました。質疑応答の際には、他の参加
者の質問内容にもしっかり⽿を傾け、着眼点の参考として学びを得ていまし
た。省庁が主催するイベントへの参加は、進路の検討や官庁訪問対策に有効
であると同時に、⾃分⾃⾝の成⻑の機会としても活⽤できると思います！

私は就活でかなり迷いを抱えていたので、最初はとりあえず予定が合えば⾏
くことにしてなんとなく参加していたのですが、農林⽔産省の明るく温かい
雰囲気と、所管する⼀次産業の重要さと⾯⽩さに魅⼒を感じ、気がついたら
農林⽔産省を強く志望するようになっていました。様々なイベントを通して
⾃分の中で農林⽔産省の⽬線で考える⼟台を醸造していくことができ、納得
できる進路選択に繋がっていったなあと思います！

-１章 内定までの流れ-



２章 進路選択

２-１．志望動機………………………p.14
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２-１. 志望動機
-２章 進路選択-

【内定者の志望動機インタビュー！】
「⽣命を⽀える『⾷』と安⼼して暮らせる『環境』を継承する」
 農林⽔産省は、これをビジョン‧ステートメントとして掲げていますが、担当する政策は⾷
料の安定供給、農林⽔産業‧⾷品産業の発展、⾷の安全確保、農⼭漁村の活性化、農林⽔産物
‧⾷品の輸出促進....というように多種多様です。
 内定者である私たちも、「⾷」と「環境」を核としつつも、関⼼を寄せているフィールドや
実現したい想いは様々です。ここでは、内定者の想いに触れていただき、皆さんの進路選択の
参考にしていただければ幸いです！ 

私⾃⾝が農村育ちであることに加え、各地で住⺠の⽅々と交流する中
で、地元を⼤切に思う⽅がこんなにもいるのだと気づいたことがきっ
かけです。できる限り多くの地域が豊かな暮らしの場であり続けるた
めには、⽇本全体を広く⾒渡しながら課題解決に取り組む必要がある
と考えました。

多くの⼈の暮らしを豊かにしながら、持続可能な地域を実現したいと
思ったのがはじまりです。私は、⼈⼝減少‧少⼦⾼齢化が加速する秋
⽥県で⽣まれ育ちましたが、このような課題が⼭積する地域でも、地
域を愛する⼈々が前向きな気持ちを持って暮らしていけるような環境
を⽇本各地で整備したいと考えるようになり、志望しました。

【プロフィール】
さん：東北出⾝。⼤学では北海道の農業‧農村に関する研究を⾏っている。
さん：東北出⾝。⼤学院での研究を通して、農村振興に関⼼を持つ。
さん：⼤学進学を機に東北から上京。農業×経済を軸に就活していた。
さん：関⻄出⾝。安全保障全般に関⼼がある。

Q１. 国家公務員を志望したきっかけは？

福島県いわき市で東⽇本⼤震災に被災し、復興する街の様⼦を⽬にし
たことで、国の事業のスケールの⼤きさに魅⼒を感じたからです。ま
た、⼤学主催の農業分野における産学連携プログラムに参加したこと
で、利益以外の価値を追求できる仕事をしたいと思っていたことも理
由です。

ー14ー



２-１. 志望動機
-２章 進路選択-

「機会や環境に恵まれて育ってきた責任を果たしたい」というのが
きっかけです。僕の家は⺟⼦家庭で、これまで国の⽀援を受ける機会
や周囲の環境に恵まれて⼤きくなりました。そのため、将来は国家公
務員として⽇本の豊かさの⼟台を守ることで責任を果たしていきたい
と思いました。

Q１. 国家公務員を志望したきっかけは？（続き）

Q２. 農林⽔産省を志望したきっかけは？

⼤学時代に多くの⽣産者と出会い、農業は単なる産業に留まらず、地
域に根付いた存在として、⼤きな価値と可能性を秘めていると感じま
した。そんな農業を活性化させ、地域に⼒をつけ、地域経済‧コミュ
ニティを維持することで、誰もが望む地域で誇りをもって暮らし続け
られる社会を実現したいと思いました。

持続的な地域社会の実現には、⽇本全体として各地の農業や農村の存
在意義を尊重することが重要と考えています。私は、⼤学院での研究
を通して、わくわくする取り組みを⾏う農家や、地域に愛着を持つ農
家の⽅に出会いました。このような⽅々を⽀え、農業や農村の意義を
尊重できる社会を実現したいと考えたときに、最も正⾯から対峙でき
るのが農林⽔産省の仕事だと思い、志望しました。

Q１で触れた産学連携プログラムでスマート農業を視察し、世界⼈⼝
の増加に伴い増⼤する⾷料需要を⽀える第⼀次産業に⼤きな進歩と発
展の可能性を感じました。親戚が農家だったことから農業への親近感
もあり、農業×経済を軸に就活する中で、第⼀次産業（＋環境）に幅
広く関わっている農林⽔産省が視野に⼊りました。

僕が受けてきたような社会や地域からの⽀えって、⾷べ物に不安があ
る社会では成り⽴たないと思うんです。⾃分が飢えていては他の⼈を
助ける余裕はありませんよね。後継者不⾜等の課題がある中で⽇本の
⾷の安定供給を守っていかなければと思いました。
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２-１. 志望動機
-２章 進路選択-

Q３. ⼊省して実現したいこと‧携わりたいことは？

安定した経営基盤整備を前提に、地域内外において、農業は考え⽅次
第で創意⼯夫の余地がある魅⼒的な産業だと認識されるようにしたい
です。変わりゆく状況の中で、守るべき部分と変えるべき部分を考え
つつ、今の⽣産者を守ると共に、新たな農業関係⼈⼝を増やすため
に、分野横断的な仕事にも携わりたいです。

農村の豊かな特徴や資源を発揮できる仕組みづくりに取り組みたいで
すね。全国各地の農村は、地域課題を解決するための活動を⽀えてい
たり、⾷べ物や景⾊といった魅⼒を持っていたりします。これらを守
り、広めることを通して、持続可能な地域、ひいては持続可能な⽇本
社会の構築に少しでも貢献したいです。

⾷料の安定供給という⼤⽬標のために、「きつい」と思われがちな第
⼀次産業を魅⼒ある産業に転換し、担い⼿を増やしたいです。経営⾯
でも環境⾯でも持続可能な⾃⽴した産業を構築するために、減反政策
のような国から農家への働きかけに加え、商品取引‧融資などの⾦融
や、農業機械‧肥料メーカー、⼩売など、他産業と積極的に関わりな
がら第⼀次産業の成⻑に貢献したいです。

⼈⼿が不⾜する中、どのようにして⾷の安定供給を維持するかという
問題に取り組みたいです。僕の関⼼は⾷料安全保障に向いています
が、持続可能的な農林⽔産業を実現するという意味では、農林⽔産省
の政策はほぼ全て「⾷の安定供給≒広義の⾷料安全保障」に繋がって
いると思っています。農業経営や輸出促進など⾊々な分野に関わりた
いですね。

【POINT！】
‧⾷‧農林⽔産業を重要視しているという点では共通しつつも、志望の経緯や問題意識には違い
があるということが理解いただけたかと思います。
‧当初から「第⼀次産業に関わりたい！」という想いで志望した⼈もいれば、地域活性化や外交
‧安全保障、経済‧産業など、⼀⾒すると他の省庁‧組織が携わるような社会課題への関⼼から
派⽣して農林⽔産省を志望した⼈も多くいます。
‧「内定者紹介」のページでは、全員の志望動機を簡単に紹介しているので、そちらもぜひ御覧
ください！
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【POINT！】
‧今年の内定者も農林⽔産省を１⽇⽬に訪問している⼈が多いですが、全ての訪問⽇から内定者が
います！

‧併願先は⼈によって様々ですが、総務省や経済産業省と併願していた⼈が⽐較的多いようです。各
省庁を訪問した理由を⾒てもわかりますが、農林⽔産省と共通する地域政策や産業政策を軸にして
いる⼈が多かったようです。

２-２. 併願状況
-２章 進路選択-

【１⽇⽬に回った省庁】

【３⽇⽬に回った省庁】
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【２⽇⽬に回った省庁】

【訪問先の順番を決めた時期】



-２章 進路選択-

【国⼟交通省（３⼈）】
‧農林⽔産省と同じく、現場を持
ち、地に⾜のついた政策を実⾏でき
そうだから
‧持続的な地域社会の実現に対し、
多⽅⾯から携われることが⾯⽩そう
だったから
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【外務省（３⼈）】
‧国家公務員を⽬指すきっかけ
となった省だったから
‧もともとの憧れから

【経済産業省（５⼈）】
‧⼀次産業以外の産業への関⼼
から
‧⽇本を豊かにするためには経
済からアプローチするのが良い
と考えたため
‧「国富の拡⼤」というミッ
ションに共感したから

【総務省（８⼈）】
‧⾃⾝は地域振興や地⽅創⽣を
就活の軸にしており、地域のた
めに働けると考えたから
‧採⽤担当と⽐較的コミュニ
ケーションを取っていたから
‧採⽤担当の⽅とやりとりする
中で実直に仕事に取り組む姿勢
に魅⼒を感じたから

【⾦融庁（３⼈）】
‧サマープログラムに参加した
時から興味を抱いていたため
‧補助⾦⾏政ではないところに
魅⼒を感じたため

【その他】
‧地⽅を軸としつつ、国全体レベルで⼈の⼀⽣を⽀える仕事をしたいと思ったため（厚⽣
労働省）
‧平和を守る当事者になりたかったから（防衛省）
‧元々防衛省専⾨職を⽬指しており、憧れていた省の⼀つだったため（防衛省）
‧様々な産業のあり⽅を地球環境という⻑期的な視野から変⾰していくことに魅⼒を感じ
たため（環境省）

各省庁を訪問した理由

２-２. 併願状況



２-２. 併願状況
-２章 進路選択-

【訪問の順番、どうやって決めた？】
 官庁訪問では、第１クール（第２クールも）で３つまで省庁を選んで訪問することができま
す。訪問先は決まったけれど、どの順番で訪問するか決められない…そんな⼈も多いのではな
いでしょうか。この節では、内定者が訪問順を決めるときに考えていたことを紹介します。
 官庁訪問の直前に、今までずっと関⼼を持ってきた省庁と直前に強く惹かれた省庁のどちら
を先に訪問するか迷う⼈は多いと思います。「志望度」とは具体的にはどのようなものなの
か、考えるきっかけになれば幸いです。

【業務内容重視】
‧実際に⾃分が働くときに、馴染めそうで⻑く働いていけそうな環境。⾃分のやりたいことと
省が⽬指していることが⼀致しているか
‧○○分野は興味があるものの××分野にはそこまで興味があるわけではない○○××省に⽐
べ、農業‧⽔産業‧林業どこの部署に配属されたとしても興味関⼼や問題意識を持って楽しく
仕事ができそうな農林⽔産省を１⽇⽬に選んだ
‧⾃分⾃⾝が組織に⼊って変えたいこと、実現したいことがより明確にイメージできる⽅を選
んだ

【⼈柄重視】
‧今まで関わってきた職員さんの熱量、この⼈たちと働きたいかどうか
‧採⽤担当とのコミュニケーション量
‧雰囲気が⾃分に合いそうかどうか

【他省庁の動向】
‧具体的な事業を扱う官庁を1⽇⽬と2⽇⽬で周り、その中で⽐較した。3⽇⽬は制度を所管す
る省庁を周り、1⽇⽬‧2⽇⽬での学びをまた違った⾓度から⾒直し、省庁間の対⽐を⾃分の中
ではっきりさせることを⼼がけた。順番や併願状況を聞かれた時に軸が明確に⾒えるかを気に
していた
‧各省庁が、志望度をどれほど重視しているか（志望度は訪問前の段階ではそこまで差がな
かった）
‧最後は⾃分のやりたいことを優先しようと思って決めた
‧ファーストインプレッション、内定者がいつ訪問しているか
‧⾃分の⼈⽣の⽬的と組織のビジョンが合致するかどうか、採⽤に⾄る可能性

【その他】
‧省庁のミッションや価値観、省庁が持っているツール、キャリアパス、出向の頻度、⼥性の
働き⽅、職員訪問で関⼼が持てたか、など様々な点を複合的に考えて決めた
‧⾃分の強みが⽣かせる省庁であるかどうか
‧志望動機がスラスラ書ける順
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２-３. 最後の決め⼿！
-２章 進路選択-

【環境省】
‧温暖化だけでなく福島原発周辺の復興⽀援や⽔俣公害補償など市⺠視点の取り組みも
多く、魅⼒的だったが、温暖化や公害（そこからの⾵評被害等）は⼀次産業が重要な役
割を占めていると思ったため、農林⽔産省の⽴場から⼀緒に取り組める事を探したいと
考えた。

‧農林⽔産省に⾏く気ではあったものの、私が⼤事にしているもの（⾃然との共⽣）的
に環境省の⽅が近いのではと思いながら訪問した。環境省では、脱炭素と⿃獣保護法の
改正の話を伺った。後者は⼀次産業との距離も近く興味深かったものの、前者は企業と
の協働や規制が主な仕事内容だったため、⾃⾝の想定していた環境と密接に関わる政策
とはまた⾓度の違うアプローチだと感じていた。ここでは、やはり⼀次産業に関わる仕
事をしたいということ、そして、持っているビジョンは同じでもそこに到達するまでの
⽅法が違うと⻑い間熱意を持って働くことはできないだろうということを⾃分の中で深
掘っていけた時間だった。農林⽔産業に関わる業務に常に携われるのは農林⽔産省だと
感じた。

なぜ内定者は第３クールで農林⽔産省を訪問することを
決意したのか、第２クールまでの訪問を踏まえてどんな
⼼境の変化があったのか、志望動機とも⽐較してみてく
ださい！
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【外務省】
‧官庁訪問を通じて、雰囲気が明るく
て率直に話してくださる農林⽔産省の
職員の⽅々に安⼼したことと、⾷に携
われるという仕事内容に魅⼒を感じた
ことから。

‧働く⼈の雰囲気と⼀次産業の発展可
能性。どちらかといえば、外務省の⽅
が個⼈の裁量が⼤きい⼀⽅で、農林⽔
産省の⽅がチームで仕事をすることを
⼤切にする雰囲気があると感じた。

【厚⽣労働省】
‧農林⽔産省の官庁訪問で出会った職
員の⽅の「経験したことからしか発⾔
できない」という⾔ 葉から、何 事も経
験したうえで政策⽴案に関わりたいと
いう ⾃ 分 のスタンスが 似 ていると 思
い、第３クールでの訪 問を決めた。厚
⽣労働省でも、現場重視という話は出
ていたものの、農林⽔産省の⽅が、各
地での新たな法令の説明やベンチャー
出向‧地⽅出向の具体的なエピソード
を伺えたというのもあり、地に⾜をつ
けて政 策を作っていくイメージをより
具体的に持つことができた。



２-３. 最後の決め⼿！
-２章 進路選択-

【総務省（⾃治）】
‧⾃分はより具体的な施策に携わりたいと考えた。住⺠を⽀える地⽅⾃治体が動きやす
いような仕組みを作ることがメインの総務省より、⾃分のやりたいことに近いのは農林
⽔産省だと感じた。
‧幅広い分野に携わるよりも、農業を軸に考えたいと思ったため。官庁訪問で農業は単
なる⼀つの産業以上の価値と可能性を秘めていることを再認識したことにより、総務省
の所掌の広さ以上に、農業‧農村を軸に仕事ができるということが魅⼒的に映るように
なった。
‧総務省⾃治では、地⽅税と住⺠基本台帳制度についてお話を伺った。特に興味深かっ
たのは地⽅税のお話で、「税を増減させることで⾏動変容を促す」といった趣旨の説明
を受けた。地⽅振興といっても、税をどう配分するかで地⽅を⽀えたり変化を促したり
することができるのを知り、素直に⾯⽩いと思った。だが、やはり⾃分⾃⾝がやりたい
のは農林⽔産業の振興であって、その結果として地⽅振興に貢献できるのだとこの時に
気づいた。
‧（やや直感的だが）官庁訪問をしながら農林⽔産業‧農村を舞台に働きたいという軸
がはっきりする中で、国家公務員として⻑く活躍したいと感じた時に、より農業とそこ
に根付いている⾃分の思い、経験に特化しながら働くことができるのは農林⽔産省の⽅
だと感じたから。
‧農林⽔産「業」を所管する農林⽔産省と、地⽅⾃治「制度」を所管する総務⾃治の違
いについて、それぞれの省庁の官庁訪問で話を聞くことができた。⾃分が抽象より具体
を扱う⽅が好きなタイプで、産業として形が⽬に⾒えやすい農林⽔産省の⽅が興味関⼼
を強く持って働けそうだと思ったから。また、総務⾃治は地⽅赴任時以外（本省にいる
とき）の仕事のイメージがあまり掴めず、もちろん⽬指すところが⼀致しているのはわ
かるものの本省と地⽅で働くときのギャップに不安を覚えた。農林⽔産省は様々な局や
課の繋がりがわかりやすいのと、⾃分の興味範囲的にどの分野にも同じくらいの熱量で
取り組めそうだと思った。また、職員と話した印象として、総務省（⾃治系）の⽅がよ
り⾃分から積極的にコミュニケーションをとるイメージで、農林⽔産省の⽅はより話を
聞いて受け⽌めることが得意な職員が多いと感じ、⾃分に合っているのは農林⽔産省の
⽅だと考えたため。
‧総務省のワークショップに参加して、⾃分が周囲の学⽣の雰囲気と合わないと感じた
こと、官庁訪問で職員のお話を伺ってもなお制度官庁のメインである法律や税制という
⼿段に最後までピンとこなかったこと、⽥舎育ちという⾃分のパーソナリティをより⽣
かせるのは農林⽔産省だと感じたこと、など。
‧総務省⾃治の中⼼にあるのは「地⽅」で、お会いした多くの職員が地⽅に赴任するこ
とに強いこだわりを持っていると感じた。⾃分も地⽅のために働きたいとは思う⼀⽅
で、地⽅公務員ではなく国家公務員として働く以上、霞ヶ関で働くことに重きを置きた
いと考えた。
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２-３. 最後の決め⼿！
-２章 進路選択-

【経済産業省】
‧経済産業省の政策や仕事も⼤変重要だと思う⼀⽅で、成熟した２次産業‧３次産業を
相⼿に政府がやるべきことはそれほど多くはないのではないかと感じた（もちろん官庁
訪問で反論はされたけど）。企業が⾃⽴しているため、その伴⾛役で政策を展開する印
象。「まだ⾃⽴していないものを⾃⽴させたい」という⾃分にとっては、農林⽔産省の
⽅が合っていると感じた。
‧既に産業が成熟した⽇本で、今から官公庁が精⼒的に旗振りを⾏うより、産業規模は
⼩さくとも、今後⼤きな変⾰が予測される農林⽔産業に携わる⽅がワクワクできると
思ったから。また、「国富」がキーワードの経済産業省では、時流に応じて重点産業が
変化していくが、⾷産業からは絶対に逃げない覚悟を持っている農林⽔産省の腹をく
くった感に好感を抱いたため。
‧⽐較した時に産業分野の広さや、発展性、ダイナミズムは経済産業省の魅⼒だった。
エネルギーの観点や技術振興を通じて地⽅創⽣に取り組む⾒⽅も新鮮だったが、⾷料確
保の観点からエネルギーや技術についても考えていく事が⾃分に合った切り⼝だと考え
たため。
‧周りの雰囲気が農林⽔産省の⽅が合っていると感じた。経済産業省は、アグレッシ
ブ、エネルギッシュな⼈が多いイメージがある。周りの学⽣も同様で、説明会で質疑応
答の際に、声をかけられる前から我先にと⼿を挙げる⼈が多かった。地域経済の活性化
に携わりたいが、経産省だと周辺的な分野と位置付けられている。対して、農林⽔産省
だと中⼼で扱うことができる。⺠間企業の役割が⼤きい経済と違って、⼀次産業では国
が果たせる役割が⼤きく、よりやりがいをもって働けると感じた。
‧⾃分は公務員の役割の⼀つに、「⺠主主義では無視されがちな少数派に寄り添うこ
と」があると考えている。経産省では、働いている時に関わる⼈は商社はじめ⼤⼿企業
で、⾃⼒でも何とかなりそうなイメージのステークホルダーだった。「最⼤多数の最⼤
幸福」だけでない働き⽅を公務員としてしたいと思った時に、農林⽔産省の⽅が志望度
が⾼くなった。
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【国⼟交通省】
‧⾃分の価値観との親和性と、尊敬できそうな職員の存在。官庁訪問で、国⼟交通省の
中⼼にあるのはインフラ‧物流などであると感じた。⾃分は⼈のつながりを重んじなが
ら仕事がしたいと思ったので、ハード⾯に携わることが多い省庁より農林⽔産省の⽅が
のびのび働けると思った。
‧都市を良くする⾯⽩さを感じたり、今後の住宅供給の在り⽅への興味が⾼まったりし
た⼀⽅で、⾃分が就活の軸としてきた、地域‧地⽅を良くする⾯⽩さや、持続可能な地
域社会の構築という点では、農林⽔産省や総務省⾃治ほど⾔及してもらえなかったと感
じている。そこから持続的な地域社会の実現を考えた際に、農林⽔産省の⽅が他省庁と
⽐べてより直接的に地域社会にアプローチする仕事がしやすいと考えたから。



２-３. 最後の決め⼿！
-２章 進路選択-

【その他】
‧海外に⾏く機会の多さや労働環境の⾯で、農林⽔産省に魅⼒を感じたから。（出⼊国
在留管理庁）
‧公正中⽴な競争環境を⽬指し、様々な分野に関与できる点では魅⼒を感じていたし、
適正な価格転嫁などの⾯で政策的に類似する⾯もあった。しかし、職員から話を聞く中
で、公取の業務では⾃由市場の充実が最⼤の⽬標であることを知り、より⽇本の事業者
に寄り添いながら、彼らを⽀援して強化していくことに注⼒したいと思い事業官庁であ
る農林⽔産省を選んだ。（公正取引委員会）

‧担い⼿不⾜と持続可能な組織（産業）の育成という観点から、農林⽔産業と公務員を
所管する農林⽔産省と⼈事院で迷っていた。官庁訪問を通して「現場」の存在に加え、
「⼈事」の切り⼝より農林⽔産業の切り⼝の⽅が幅が広いと感じた。具体的には、農林
⽔産業という⼀分野において地域創⽣や輸出国際交渉など幅広く活躍できる(農林⽔産省
の各部局の中でも私の興味も散在している状況だったので)農林⽔産省の志望度がより強
くなった。また、官庁訪問時の職場や、職員の⽅たちの雰囲気も農林⽔産省のほうが⾃
分に合っていた。（⼈事院）

迷うことは決して悪いことではありません。
様々な機会を最⼤限活⽤して、⾃らの気持ちや
思考を地道に整理していき、また、それを⾔語
化していくことが重要かと思います。
皆さんが官庁訪問で悔いのない選択をするこ
と、その上で農林⽔産省に来ていただけること
を⼼より祈っています！
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【防衛省】
‧説明会や官庁訪問で話を聞く中で、防
衛省はその性質上どうしても強硬的に政
策を推進していく必要があるように感じ
た。⼀⽅、農林⽔産省は政策の企画の段
階でも運⽤の段階でも、現場‧事業者と
柔軟に調整しながら政策を進めているこ
とを感じて、⾃分の⽬指す公務員像には
農林⽔産省の⽅がマッチしていると感じ
たから。
‧安全保障など、国が⼀⾝に使命を担う
よりも、国⺠や⺠間企業など様々な主体
が関わりながら公益を実現できる分野の
⽅が⾃分に合っていると感じたから。

【⾦融庁】
‧スタートアップと農業を関⼼分野
として⽐較していて、産業の発展可
能性‧魅⼒度と政策でアプローチで
きる範囲の２軸で検討したら農業の
⽅がやりがいが⼤きいと感じた。
‧官庁訪問を通して、原課⾯接で質
問がスラスラ出てきたり、問題点に
対して具体的にどんな政策をしたら
いいのかを考えることができたり
と、具体的な問題意識を持つことが
できたのは農林⽔産省だった。



コラム２. 事務系と技術系
-２章 進路選択-

【１.事務系と技術系の違い】
① 受験区分が異なる
  事務系と技術系では、採⽤対象となる受験区分が⼤きく異なります。事務系は
「院卒⾏政」「政治‧国際‧⼈⽂」「法律」「経済」「教養」区分の試験を受験し
た⼈が対象となります。⼀⽅、技術系では、「デジタル」「⼯学」「数理科学‧物
理‧地球科学」「化学‧⽣物‧薬学」の理⼯系、「農業科学‧⽔産」「農業農村⼯
学」「森林‧⾃然環境」の農業系、「⼈間科学」「教養」の区分の試験を受験した
⼈が対象になります。技術系を考えている⼈は、春試験の理系区分または⼈間科学
区分の試験を受けるか、教養区分を受験する必要があります。
 また、省庁により採⽤対象となる試験区分が異なることも考慮して受験する科⽬
を決めると良いと思います。例えば、農業系の区分では他省庁の事務系や法務省が
受けられないなど、受験する区分によっては合格しても志望省庁の官庁訪問に⾏け
ない可能性もあるので、事前に調べておくと良いでしょう。（2024年時点の情報な
ので、受験前に⼈事院や各省庁のホームページ等で情報を確認することをおすすめ
します）

②業務内容が異なる場合がある
 事務系と技術系では、業務内容などが異なる場合があります。事務系では主とし
て幅広い視点から政策の企画⽴案を⾏う、いわゆるゼネラリストとして活躍してい
くことが求められます。⼀⽅技術系ではより専⾨的な知識を活かして政策の⽴案‧
企画‧実施までのさまざまな段階で活躍することになります。具体的にどのような
違いがあるのかについては、説明会や個別相談会などで職員の⽅に尋ねてみると良
いと思います！

【２. 筆者が事務系を選択した理由】
 筆者は理系学部（獣医学専修）に所属しており、教養区分と春試験の「農業科学
‧⽔産」区分を受験し、事務系と技術系で迷った末に事務系を選びました。事務系
を選んだ理由としては、より幅広い業務に関わることができるのではないかと考え
たためです。筆者が受験した「農業科学‧⽔産」区分では、技術系のうち主に農業
技術系で採⽤されるため、林業や⽔産業に関する業務に関わる機会は⽐較的少なく
なると考えられます。専⾨的な知識を活かした業務も魅⼒的でしたが、幅広い分野
に携わりたいと感じたため、事務系で官庁訪問に参加することを決定しました。

 技術系と事務系では異なる点もありますが、どちらも⽇本の⾷や農林⽔産業を守
り、発展させ、継承していくために重要な仕事であることは間違いないと思いま
す！
 この⼆つの区分に限った話ではありませんが、迷っている⽅はよく調べて後悔の
少ない選択ができるようにしましょう！
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２-４. ⺠間就活
-２章 進路選択-

【⺠間就活した？】          

 

【⺠間就活して良かったこと】 
 ‧世の中の主役はあくまで⺠間（国⺠）なの
で、世間の企業や団体がどんな取り組みをして
いてどのような論理で動いているのか知ること
ができた

‧⾯接の練習になったことで、⼤抵の質問に即
答できるようになった（官庁訪問対策としても
有効な練習ができた）

‧⾃分が何を⽬標にどのような形で働きたいの
か、⺠間就活を通してより具体的に⾒えてきた

‧⺠間と⽐較することで、やはり国家公務員が
いいと納得感をもって選択できた
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【⾯接に進んだ企業の数】

【ESを提出した企業の数】  

【官庁訪問の時点での内定企業の数】



【POINT！】
‧⺠間就活をすることで⾯接慣れした、社会の構造を知ることができた、改めて公務員になりたいと
感じたなどといった声が多く⾒られました。内定を持っていると、⼼に余裕を持って官庁訪問に臨む
ことができます。時期に合わせて⼒の⼊れ具合をコントロールしながら活動してみてください。

‧公務員就活は⺠間就活と⽐べて終わるのが遅いので周りと⽐べて焦ることがあるかもしれません
が、落ち着いて就活を進めていってくださいね。

２-４. ⺠間就活
-２章 進路選択-
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【情報収集を始めた時期】 【公務員と⺠間のどちらを
主軸にするかを決めた時期】

【公務員就活と⺠間就活の注⼒度合い】
公務員就活と⺠間就活の⼒の⼊れ具合について、1（公務員就活に全⼒）から10（⺠間就活
に全⼒）までのどの程度であったかを時期ごとに聞きました。



【POINT！】
‧特に修⼠‧博⼠の学⽣は研究の負担が⼤きいので、試験の時期（春または秋）と官庁訪問の時期
を空けておくことが重要との意⾒がありました。内定者の決断のポイントとしては、「国全体を⾒
ながら」「国⺠と直接関わる」点などが公務員の魅⼒として挙げられます。
‧⼤学院⼊試や資格試験のためには、国家公務員試験とはまた異なる学習が必要になります。勉強
（⼤学院⽣の場合は研究）が間に合わずに残念な結果になることのないように、併願の際にはいつ
までに⾃分の進路を決定する必要があるのか、事前に考えることをおすすめします！

２-５. ⼤学院‧資格試験と公務員
-２章 進路選択-

【⼤学院‧資格試験を考えたか】

【なぜ公務員を選んだの？】
‧研究や、⼠業にも興味はあったが、実際
の政策がどうなるかという事が⼀番の関⼼
だったので、研究ではなく実践が出来たら
いいと考えた。

‧弁護⼠で個別の事件で苦しんでいる⼈を
救うより、法律を作って国⺠全体に影響を与
える仕事をした⽅がやりがいがあると思っ
たから。

‧⼤学院進学は、公務員になったあとも⼈
事院留学などの形で可能であり、⼀度職務
を経験してからの⽅が問題意識をよりはっ
きり持つことができると考えたから。

‧学部や⼤学院での研究を続けるうちに公
務員に魅⼒を感じるようになった。
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【公務員試験と勉強は両⽴できた？】
▶できた
‧私は理系ではないので、⾃分でいつどれくら
い研究を進めるかを決められた。公務員試験に
注⼒している間は研究は進めていなかった。
‧研究テーマは⼤学３年前半（公務員試験勉強
開始前）に決まっていたから。

▶できなかった
‧３年⽣の冬くらいには資格試験を受けるかど
うか決断しておくべきだったが、ずるずると決
断を先送りにしてしまった。教養区分で合格し
ていたために官庁訪問対策に⽀障を来すことは
なかったが、資格試験の勉強に本腰を⼊れて取
り組むことは（⾃分の怠惰もあって）なかなか
できなかった。迷ったが、同じく学⽣時代に法
曹と公務員で迷っていた職員からお話を伺い、
⾃分が⼈⽣で成し遂げたいことを⾒極めたら⾃
然と公務員に道が定まった。

▶その他
‧⼀つのことに注⼒してしまうタイプのため、
研究に注⼒する時期や研究を全⼒でやり、公務
員試験対策に注⼒する時期にはそちらを全⼒で
やるなど、⾃分なりにバランスをとっていた。



【POINT！】
◎各併願先の試験科⽬、配点を把握し、⾃分の志望度に合わせて計画的に準備を進めるのがおすす
めです！
※2024年度時点の情報です。特に試験内容や⽇程は、各HP等で最新の情報をご確認ください。

２-６-１. 就活体験記（官公庁）
-２章 進路選択-

【１. 併願状況】
Q１. 国家公務員総合職以外の公務員試験
  を受験した？
 

【２. 併願した理由】
‧より多くの可能性を考えるため、安⼼材料として 
‧政策⽴案や公務に携わりたいと思ったから
‧国家総合職試験に受かると思っていなかった
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Q.２ 併願先は？
（⺠間就活はせず公務員のみを併願する⼈も複
数⼈いました）

【３. 国家公務員、あるいは農林⽔産省を選んだ決め⼿】
‧影響⼒ややりがいの⼤きさ ←この意⾒が⼀番多かったです！
‧⼀次産業の分野において、幅広く⻑期的な視野で取り組める
‧農林⽔産省に⼊りたいから公務員を⽬指し始めたから
‧もともとほぼ１００％国家公務員志望
‧留学経験から⽇本のためにできることをしたいと考えた    

【４. 公務員併願で⼤変だったこと】
⽇程
‧スケジュールがタイト、官庁訪問の合間にも併願先の試験があった
勉強⾯
‧総合職が第⼀志望かつ勉強のスタートが遅く、他の試験で科⽬数が⾜りなかった
‧経済区分だったため⼀般職試験で科⽬数が⾜りなかった
‧教養区分だったため、公務員試験の科⽬を⼀から勉強した
‧試験ごとに受験科⽬が異なり、対策のバランス（勉強時間の確保、情報収集など）が難し
かった

全員が受験を途中辞
退（国家総合職の官
庁訪問の⽅が早く終

わるため）

試験が続くと
体⼒的にも精神的に

も⼤変ですが、
⾃分だけではないの

でご安⼼を！



【POINT！】
◎内定辞退に関しては、多少困った経験がある⼈もいましたが、全体としては、⺠間企業の⾯接が官
庁訪問にも⽣かされたという声や、⺠間の⾯接と官庁訪問の違いを感じることで、⾃分に合っている
⽅がどちらか、はっきりと分かったという声が多く、⺠間就活の経験をプラスに捉えている⼈が多い
ようです。

２-６-２. 就活体験記（⺠間就活）
-２章 進路選択-

【内定辞退について】
‧⺠間就活に取り組んだ⼈のうち、８割以上は内定辞退に関して困ったことはなかったと回答。
‧困ったことのとしては、「承諾期間が官庁訪問前だったため、期間の延⻑をお願いすること」
「官庁訪問前に辞退したため、覚悟を決めた上で辞退する必要があった」などが挙げられた。

【官庁訪問と⺠間⾯接の違い】
‧あまり変わらないという回答もあった⼀⽅で、官庁訪問ならではの違いを感じた⼈も。
以下では、具体的にどのような部分に違いを感じたのかを紹介する。
‧⾯接形式に関する違い
拘束時間の⻑さや⾯接回数の多さ、出会える職員の多さが挙げられた。
→これにより、より深く⾃分のことを知ってもらえるという安⼼感に繋がったという⼈も。官庁
訪問の連続した⾯接は、思考整理のスピード感が求められる⼀⽅、すぐにブラッシュアップ可能
という良さもある。
‧⾯接の質問内容に関する違い
「⾃分⾃⾝のキャリアをどのように考えているかよりも、実現したい社会がどのようなものかを
重視された」、「省庁の志望理由とともに、なぜ国家公務員なのか、という志望理由も聞かれこ
とが多かった」など、広く国家公務員としての適性を⾒るための質問があるという回答が多く挙
げられた。

【両⽴のコツ】
‧早めからどちらも動き始めること
→官庁ならば説明会やイベント、⺠間ならば夏のインターンや早期選考にまず参加しよう。

‧⺠間は業界‧受け⽅‧⽇程の⾃由度が⾼いので、⾃分の関⼼にあった組み⽅をすること
→官庁訪問前に内定を得た⼈が多い。また、開始前に内定を得られず、官庁訪問後に受けられる
よう⺠間の選考を残しておいた⼈もいた。

‧両⽅に通じる「軸」をもって企業選びや⾯接対策をすること
→重なる分野の業界研究の時間をはぶける。⺠間就活の対策が官庁訪問に使えることもある。

‧⾃分の中で優先順位を決めること
→全体像を考えて志望度が低いところは⼒をかけすぎないようにする。

【アドバイス】
‧広い選択肢を⾒て、いろいろな企業の話を聞く
‧両⽴のコツにもあがったように、とにかく早めに情報収集だけでもはじめる
‧⾯接への⾃信を得られた、公務員を相対的に⾒られた、⾃分の幸せやどこで働きたいかを深く
考えられたなど、⺠間就活をしたことへの肯定的な声が多かった
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-３章 官庁訪問-

【官庁訪問の概要】

‧国家総合職試験の最終合格後に、志望省庁に採⽤されるためのステップ。
‧受験者は、志望省庁を各クールごとに訪問し、職員の⽅々と⼀⽇に繰り返し⾯接を⾏う。
‧第４クールの⼣⽅に内々定が解禁となる。
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国家総合職試験最終合格

第１クール
（３⽇間）

‧第１志望から第３志望までの省庁を原則⼀⽇１箇所訪問する。
‧同⼀クール内では複数回同⼀省庁に訪問することはできない。
‧この期間中は訪問する順番を変えられない。
‧必ずしも３省庁回る必要はなく、１、２省庁だけでもよい。第２クール

（３⽇間）

第３クール
（２⽇間）

‧このタイミングから訪問順がリセットされる。
‧第３クール１⽇⽬の訪問先が決め⼿となることが多い。

第４クール
（１⽇間）

‧第４クールの１７時以降が内々定の解禁となる。

内々定

【農林⽔産省の官庁訪問での流れ】
農林⽔産省の官庁訪問では、⼀⽇に３種類の⾯接が⾏われます。①秘書課⾯接と②原課⾯
接とを幾度か繰り返す場合もあります。各⾯接はそれぞれ異なる場所で実施されます。⾯
接と⾯接の間は、待合室に移動し、次の⾯接に呼ばれるのを待ちます。

①秘書課⾯接
原課⾯接の前後に⾏われる。志望動機、ガクチカ等を聞かれたり、原課⾯接で学んだこと
を⾃分の⾔葉でまとめて⾯接官に伝える。

②原課⾯接
実際に政策を⽴案している職員の⽅からお話を伺う。執務室内でお話を伺う場合もある。
職員の⽅から政策の説明や、各分野の課題観を伺ったあと、逆質問や意⾒交換を⾏う。

③出⼝⾯接
⼀⽇の最後にある⾯接。
⼀⽇のフィードバックをいただき、次クール以降の流れを伝えられる。

３-１-１. 官庁訪問の概要



官庁訪問は想像していた以上に楽しかったです。⾃分が気になる政策の話を聞いたり、⾃分
が８年後、２０年後にどのような⼈になるのか、その未来像を垣間⾒たりできるためで
す。⾃分が⽇本に対してどのような思いや課題観を持っているのか、それに対して⾃分がど
のように貢献したいのか、それは農林⽔産省の政策においてはどのように反映できるのか
を端的に説明できることが最も重要だったと思います。官庁訪問は⼤変だという噂を先輩や
予備校などから聞くこともあり、私⾃⾝不安も感じていました。しかし、官庁訪問で問わ
れていることは、実際に農林⽔産省で働いていくうえで、⾃分が⼤事にする軸になってくる
部分です。官庁で働くための準備であると捉えて、前向きに官庁訪問に向けた準備を進める
ことをおすすめしたいです！

とにかく⻑丁場なので適宜待機室で何も考えない時間を作るなど息抜きをしつついきま
しょう！⾯接への対応⼒や⼈格、⾒せ⽅などを⼩⼿先のテクニックで⼤きく変えること
など不可能なので、今の⾃分にできることを出すだけです！実際の官庁訪問ではそこま
で事前知識をガチガチに⼊れておく必要はありません。あくまでコミュニケーション(お
しゃべり)なので、気持ちのいい会話のキャッチボールができる⽅がはるかに⼤事です。
気になったことはどんどん質問していきましょう！

印象に残った⾯接など
‧⾯接以外での職員さんの対応
官庁訪問中、場所を迷ってしまった時に通りすがりの職員さんが助けてくださったり、エレベー
ターで乗り合った職員さんが「頑張れ！」と声をかけてくださったりしたのがとても嬉しかった思
い出です。

印象に残った⾯接など
‧第２クールの原課⾯接
⾃分の持っている政策について熱く、楽しそうに語る補佐の姿を⾒て、改めて農林⽔産省に⼼が傾
きました。

印象に残った⾯接など
‧第１クール最初の秘書課⾯接
⼤まかな志望動機を聞かれましたが、ここで原体験に結び付け、他の⼈は⾔えない⾃分にしかない
強みをアピールできたのがよかったです。(こういう⽣活環境で、こういう思いを持ったから等)

-３章 官庁訪問-
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【官庁訪問体験談】

誠実に相⼿と向き合うこと、誤魔化さず⾃分の考えを⾃分の⾔葉で話すことを⼤事にし
ていました。どの職員さんもフランクに接してくださり、⾃然体で会話を楽しむことが
できて楽しかったです｡これからの理想の農業の形は何か？そのために何が課題で、ど
のような政策が必要になるだろうか？というように、理想ベースでこれから⽬指したい
⽅向について考えていたのですが、これによって⾊々な分野の話を⾒通しを持って聞く
ことができ、ブレない軸を持つことができたので良かったなと思います。

３-１-２. 官庁訪問体験記



３-１-２. 官庁訪問体験記
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-３章 官庁訪問-
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【秘書課⾯接で聞かれた質問】
志望動機‧ガクチカ
‧志望動機 
‧苦労した経験とどう乗り越えたか、それだけの労⼒をかけることができた理由
‧⾼校時代の困難
‧ゼミの調査合宿で学んだ内容、そこでの問題意識は農林⽔産省でどう解消できるか
‧誰かと誰かの対⽴をとりもった経験と気をつけたこと(どう説得するか)
‧リーダーとして⼤切なこと(どう調整するか、どうあるべきか)

学⽣⾃⾝
‧原課⾯接はどうだったか、どういう話を聞きたいか
‧短所とその解決策  
‧印象的な⼤学の講義 
‧留学先はどんな国か
‧専攻と農業の関係
‧併願した他省庁の志望理由

国家公務員
‧国家公務員になりたい理由(地⽅公務員ではない理由)
‧国家公務員の仕事は批判されること、理解されないことがあることへの⾒解

農林⽔産省‧農林⽔産業  
‧⼊省してやりたいこと
‧解決したい社会課題とそこでの農林⽔産業の位置付け
‧⾷‧農業の⽇本の課題と国ができること
‧他の産業ではなく農業にこだわる理由
‧農村の将来像
‧地域活性化のためなぜ⼀次産業を活性化するのか
‧産業政策と地域政策の両⽴⽅法
‧稼げる農業にするには  
‧スマート農業の課題
‧農⽔関連以外で興味のあること(ニュース)と、それに対してどう取り組むか
‧機械化を進めたらコミュニティが衰退し、独⾃性が失われて農家さんの仕事を奪っ
てしまうがその解決策は

地⽅
‧地域振興を国で⾏う意味  
‧都市とは違った地域の魅⼒
‧本当に地⽅は衰退しているのか
 



３-１-２. 官庁訪問体験記
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-３章 官庁訪問-
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【原課⾯接で聞かれた質問】
‧何か質問あるか(逆質問)
‧「(政策等について)〜は知ってる？」
‧説明会で聞いた話
‧原課で会った⼈や聞いた話
‧興味のある分野とその理由
‧農林⽔産省に興味を持ったきっかけ
‧他省庁と迷っているポイント
‧地⽅出向に⾏きたい理由
‧⾃分の感じている農業の課題の解決⽅法
‧創意⼯夫できるのは農家の魅⼒の⼀つだが、その働き⽅が全ての⽣産者に可能だと
思うか
‧海外に⽇本の⾷⽂化を伝える⽅法
‧⾷料安全保障を確保する⽅法
‧農林⽔産省は農地の集約を⽬指している⼀⽅、農業者はそれを求めていないことが
あるが、このようなときどうすればいいか
‧政策を考え実⾏するという華々しい⼀⾯もあるが、その裏では他の課、他省庁、地
⽅など様々なステークホルダーとの調整といった泥臭い仕事もあるがやっていけるか
‧（砂糖に関する政策の話を伺ったあとで）テンサイが今後地域産業として維持してい
くためにはどのような枠組が必要か
 

【秘書課⾯接で注意していたこと】
‧熱意を伝える  
‧わかりやすく簡潔に結論ファーストで  
‧抽象から具体へ
‧調書に書いてある以上に⾃分の思いを伝えられるように  
‧質問の意図を掴む
‧内容が複数あるときはそれを明⽰  
‧苦しい質問にも⾃分が⾔いたいことを⾔いきる
‧笑顔でハキハキと⾃信を持って  
‧聞かれたことに素直に答える  
‧相づちやリアクションを疎かにせず、集中して⼀⽣懸命話を聞く
‧原課⾯接やこれまでの流れを踏まえて⾃分が何を考えているかしっかり伝える
‧相⼿の⽬を⾒て意識的にゆっくり話す  
‧⾃分の原体験や思いを⼤事に
‧話し⽅や内容を複数回⾯接を経てブラッシュアップできるよう反省と改善を繰
り返す



３-１-２. 官庁訪問体験記
-３章 官庁訪問-
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【官庁訪問中、聞かれて困った質問】
志望動機‧ガクチカ
‧志望動機‧農林⽔産省の課題‧農林⽔産省でやりたいことを貫く軸
‧志望動機や関⼼を持った経緯について、時系列をさかのぼる形で繰り返し掘り下げ
‧ガクチカで「映画祭の運営と教養区分試験の両⽴」とあるが、１００%関われない
のでは
‧今まで経験した困難とそれにどう対処したか
‧リーダーシップに必要な資質 

学⽣⾃⾝‧⼤学
‧⼤学時代に印象に残った講義
‧併願先との志望度の割合
‧⾃分の研究室と農林⽔産省の関係
‧⾃分を⾷べ物にたとえるなら

農林⽔産省‧第⼀次産業     
‧なぜ国家総合職か、どうあるべき‧ありたいか
‧国の⽅針に反対する関係者を⾃分ならどう説得するか、どう対処するか
‧農林⽔産業以外に関⼼を持っている課題とそれに農林⽔産省ができること
‧農業の収⼊を増やすための政策
‧農業に希望はあるか          
‧意欲的でない農業従事者への対応 
‧農村コミュニティのネガティブな側⾯    
‧関係⼈⼝について、１⼈のフィージビリティに限界があるがどう考えるか



３-１-３. 官庁訪問の準備
-３章 官庁訪問-

【農林⽔産省の官庁訪問の服装】
内定者が農林⽔産省を訪問した際の服装は
ジャケットとクールビズと半々程度でした。
中には、半袖のYシャツを着て、ジャケットを
持参することで、温度調節をはかっている⼈
もいました。省内は⽐較的どこも冷房がか
かっており、過ごしやすい環境でした。
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【農林⽔産省の官庁訪問時の鞄】
内定者の多くがビジネスバッグで訪問してい
ましたが、リュックサック等でも問題ありま
せん。なお、官庁訪問中は複数の部屋を荷物
を持って移動することになるので、モノを落
としにくく、出し⼊れのしやすい鞄で来るの
がおすすめです。また、原課⾯接などでは、
資料をいただく場合もあるので、A４サイズ
が⼊る鞄は重宝します。

【待合室での過ごし⽅】
内定者の多くが農林⽔産省の官庁訪問は、「穏やかな雰囲気だった」と⾔います。
‧訪問者と話す（原課で聞いた話を共有したり、雑談をしたり）
‧本を読む
‧聞いた話や考えたことを整理する
‧原課⾯接でもらった資料を読む
‧ジュースを飲み、お菓⼦を⾷べる
‧待合室にいらっしゃった若⼿職員と話す
‧少し居眠りする
などなど…

【あると便利！】
‧名刺ホルダー
 （各⾯接でいただいた名刺を⼊れる）
‧クリアファイル
 （⾯接でいただいた資料を⼊れる）
‧暑さ対策（汗拭きシート、⽇傘、ハン
ディファン）
‧⽬覚ましグッズ（⽬薬など）
‧ちょっとした軽⾷（おにぎりなど）
‧wifiの確保（PC使いたい⼈のみ）
‧モバイルバッテリー‧本
‧ハブラシセット  ‧iPad（あれば）
‧過去の説明会資料‧関⼼ある政策資料
逆質問やこれまでの官庁訪問対策で疑問
が残った点を⽤意しておくことも忘れず
に…！

【絶対に持っていくべき！】
‧スマホ  ‧腕時計
‧筆記⽤具 ‧財布
‧タオル
‧ノート（⾯接の振り返り‧志望動機
のブラッシュアップ、考えをまとめる
ため）
‧⾝上書のコピー
何より「睡眠⼗分で健康な体」「いつ
も通りの⾃分」「折れない⼼」が重要
です！



【内定者の勧める本】
本を読むことは必須ではありませんが、⾃分の農林⽔産省への興味関⼼を具体化させたり、政策説
明会で聞いた内容をより深く理解したかったりする時には強い味⽅です。
＜⾷料安全保障関連＞
末松広⾏『⽇本の⾷料安全保障』（扶桑社）２０２３年
篠原信『そのとき、⽇本は何⼈養える?:⾷料安全保障から考える社会のしくみ』（家の光協会）
２０２３年
＜農業政策全般＞
奥原正明『農政改⾰』（⽇本経済新聞出版）２０１９年
奥原正明『農政改⾰の原点〜政策は反省の上に成り⽴つ』（⽇本経済新聞出版）２０２０年
上原征彦ほか『農業経営 －新時代を切り開くビジネスデザイン－』 （丸善出版）２０１５年
 ←地⽅創⽣に課題意識を持つ⼈にオススメです
⼭下⼀仁『国⺠のための「⾷と農」の授業』（⽇本経済新聞出版）２０２２年

３-１-４. 官庁訪問の対策例
-３章 官庁訪問-
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志望動機の深堀り

⾃分の志望動機をひたすらつ
める（３回以上なぜ？を繰り

返す）

先輩などに⾝上書を
添削してもらう

⾃分がその分野に興味を持っ
た理由や、⼊省後にやりたい

ことを書き出す

志望者同⼠で⾝上書を読み
合って模擬⾯接をする

【⾃⼰分析】

⾃⼰PRのブラッシュアップ

ネットのブログや予備校の体
験記などを読み漁って「官庁
訪問で聞かれたことリスト」
（４０項⽬ほど）をまとめる

その答えに⾄るまでのプロセ
スを考える

それら全てに⾃分なりの答え
を考える

‧⾃⼰PRは、答えを暗記していなく
ても、⼀度考えたことがあるかどうか
だけで、喋れるかどうかが全く違って
くる
‧研究内容を簡潔に話せるようにした
‧どんな質問をしてほしいかを意識し
て⾝上書を作成した



【官庁訪問に関する情報の⼊⼿元】

‧予備校の官庁訪問対策のテキスト
‧農林⽔産省の先輩や先輩の合格体験記
‧官庁訪問の体験談のnoteやブログ、内定者パンフ
‧予備校の農林⽔産省志望者コミュニティ
‧同じ⼤学の官庁志望者コミュニティ
‧農林⽔産省HPや官庁訪問説明会

３-１-４. 官庁訪問の対策例
-３章 官庁訪問-

【政策研究】
 
 準備の仕⽅は様々ですが、ただ農林⽔産⾏政に関する知識をインプットするだけではなく、
それらを活⽤して⾃分の問題意識や疑問点を明確にすることが⼤切です。今農林⽔産省の所轄
分野にはどのような課題があり、それに対してどのような政策が⾏われているのか、そうした
政策や課題に対して⾃分がもし農林⽔産省職員ならどのような政策を考えるのか、何が次なる
課題か、それはなぜかなどを深掘りしてみるのがおすすめです。具体的には、内定者は以下
①〜③のような⽅法で、政策研究を進めていました。

①事前の政策説明会や採⽤イベント、職員訪問のレビュー
‧これまで聞いた事を整理し、原課⾯接で聞きたいこと（気になっている事）をある程度まと
める
‧説明会の資料を⾒直して⾃分の考えを整理する
‧感想や登壇された職員のお名前を頭に⼊れておく
‧⾃分の興味分野について政策の知識をつける

②⽩書、農林⽔産省HP
‧どの分野にどのような関⼼があるのかをはっきりさせる
‧関⼼が強くない分野についても⼤まかにどんな政策を⾏っているのか⽬を通す
‧⾃分の興味がある政策分野に関して、⽩書やホームページ上に載っている資料を参考にしな
がら⾃分の問題意識や疑問点などを整理する

③本、新聞、国会答弁動画、有識者の話
‧図書館で１０冊くらい本を借りて読み込み、秘書課⾯接で聞かれた質問は、本の中の⾔葉も
適度に織り交ぜながら回答する
‧新聞で「農林⽔産省」「⾷料安全保障」等でキーワード検索して記事に⽬を通し、⾃分なり
に問題意識を書き出す
‧移動中や寝る前に、農林⽔産省関連の国会答弁の動画や有識者の話を聞く
 ※それらを知識としてインプットするというよりは、⾃分の考えの壁打ちみたいなイメージ
（この⼈と⽐べて⾃分の考えはこのように違うなぁ、、みたいな形）で使う
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コラム３. 留年、官庁訪問２回⽬など
-３章 官庁訪問-

留年や休学、浪⼈について
私たちのように留年、休学だけでなく、公務員浪⼈など、様々な事情でス

トレートの新卒として就活できない⼈もいると思います。ただ、どんな時間
でも過ごした時間には何か価値があると思います。⾃分がどんな理由で学業
や就活以外のことを優先し、その時間で何を学んだのか、まず⾃分⾃⾝がそ
れを理解することが第⼀歩だと思います。それが留学やインターンのように
⼀⾔で説明のつかない事でも、⾯接官に伝わるように⾔語化さえできれば不
利ではないどころか、周りの就活⽣より少しだけ⻑い⼈⽣経験を語る中で⼰
の⼈となりも伝える事ができるので、魅⼒にする事もできるのでは無いかと
思います。

遠回りプロフィール①（Aさんの場合）
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‧遠回り年数:２.５年
‧その期間にやったこと:⼤学の学⽣団体や、地域の活動に打ち込んだ
‧遅れへの後悔の有無:無し…？
‧官庁訪問や就活で不利に感じた事はあるか:
 官庁訪問→全く無い
 ⺠間→あまり無い（⺠間では留年⽣を取らない事で有名な企業さん
には申し込みませんでした。）
‧農林⽔産省への訪問回数:２回⽬
‧官庁訪問２回⽬について

留年同様に前回からの⼀年何をしていたのか、どう変わったのか、
が⼤事だと思います。去年不採⽤だからと⾔う理由で⾒てすらもらえ
ない、とかそう⾔ったことは無いと思うので、諦めきれなければリベ
ンジするのもありだと思います。ただ、２回⽬の訪問に向けて気をつ
けた事があります。他の可能性を検討したことです。農業に関わりた
いと⾔うのは決めていたのですが、２年⽬の就活は⺠間の農業関連企
業も多く回りました。リスクヘッジというのもそうなのですが、さま
ざま仕事、業界への関わり⽅を知り、⽐較する事で、⾃分が農業界に
対してどう関わりたいかの解像度が上がったと思っています。（も
し、２年⽬もご縁がなければ、内定をいただけた企業で働き、中途採
⽤を⽬指そうか、なんて事を考えていました。）



コラム３. 留年、官庁訪問２回⽬など
-３章 官庁訪問-

遠回りプロフィール②（Bさんの場合）
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‧遠回り年数:１年
‧その期間にやったこと:韓国の⼤学へ半年間交換留学。帰国後に半
年休学し、将来どうするかを考えだす。
‧遅れへの後悔の有無:無し！
‧官庁訪問や就活で不利に感じた事はあるか:
 官庁訪問→全く問題なし。むしろその経験に興味を持っていただけ
たと思う。
 ⺠間→全く受けていないので詳細はわからないが、周りの友⼈を⾒
ていると⼤丈夫そう。
‧農林⽔産省への訪問回数:１回⽬
‧留学について
 韓国留学では現地⼤学の歴史学科に所属し、１９４５年までの朝鮮
近代史を研究しました。またインカレのオーケストラへ参加し、現地
の友⼈に囲まれながら密度の濃い時間を過ごすことができました。経
験の⽬新しさから⾯接官に興味を持ってもらえることも多かったです
が、結局重要なのは「そこから何を学び、将来にどう繋げたいか」で
す。官庁訪問は省庁と志願者のマッチングの場なので、⾃分の経験か
ら得た価値観や将来像を⾔語化し、それに合う省庁を⾒極めることが
何より⼤事だと思います。そのために説明会へ参加したり、先輩に話
を聞いたりするなど、今⾃分が出来ることから⾏動を起こしましょ
う。私は帰国後から試験勉強を始めましたが、留学ロスに苦しみ、初
めの２か⽉はほぼ何もできませんでした。留学と公務員試験の両⽴を
考えている⽅は、帰国後のスケジュール感も踏まえ準備を進めること
をおすすめします！



コラム４. メンタル‧モチベの保ち⽅
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-３章 官庁訪問-

１. 挫けそうになったときの例
‧（部活動との両⽴）法律区分の勉強で忙しいのに、部活動でちょっとしたト
ラブルや調整作業が発⽣し、対応しなければならないことが続発したとき（Aさ
ん）
‧就活や試験勉強、官庁訪問対策以外やる事が無くて暇すぎるとき（Bさん）
‧そんなに仲良くない⼈から⺠間就活の⾃慢話をされたとき（共通）
‧就活に飽きたとき（共通）
‧先に⺠間就活が終わった⼈が楽しそうに遊んでいるのを⾒たとき（共通）

２. そんなとき、どうしたらよいか

‧志望官庁の説明会に⾏って話を聞き、外の世界を覗く。社会科⾒学の気持ち
で、勉強と部活の息抜きを兼ねて、説明会に参加していた。話を聞くときはもち
ろん真剣だったが、参加動機は「楽しそう〜⾯⽩そう〜」の気持ちだった。（A
さん）
 ←Bさんも予定さえあれば説明会に参加してモチベを維持していた。
‧美味しいものを⾷べに⾏く。コメダコーヒーの期間限定シロノワール。（Aさ
ん）
‧物事に対して「淡々と、しかし熱⼼に」接するように⼼がける。Aさんは部活
動で忙しいと⼼がすさんでいたが、部活動内で発⽣した物事（トラブルや調整
作業）に対して淡々と向き合うようになった。そうすることで⼼⾝のエネル
ギーを無駄に消費せずに済んだ。しかし、「淡々と」向き合うことは決して⼼
を無にしてことにあたるのではない。他⽅で熱⼼に持って接するようにし、そ
の活動を⼤事にした。バランスが⼤事。（Aさん）
‧就活コミュニティ以外で⾃分が安らげるコミュニティを確保する。増やす。
「就活しかやる事が無い」は他者からの承認がないため⾃⾝の存在価値への信
頼が不安定になりがち。どんな就職先でも続きそうな趣味（いま続けているも
のがあればなお良い）の集まりに⾏く事もあり。新たに始めるのもありだと思
う。（Bさん）
‧他⼈は他⼈、⾃分は⾃分と開き直る。就活は結局⾃分のしたい仕事を探すだ
けだし、就職して合わなかったら転職すればいいか、と割り切り、他⼈のこと
はほぼ無視して⾃分の進みたい道のみを⾒据えてものごとにあたった。（Aさ
ん）
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３-２. 地⽅出⾝者
-３章 官庁訪問-

※ここでは、関東圏以外の⼤学の出⾝者を「地⽅出⾝者」と呼びます。

【地⽅出⾝者の割合】

 今年度の内定者について、地⽅出⾝者が半数近くを占めました。
 選考等において、地⽅出⾝者が不利になることはないと⾔えそうです。

【説明会におけるオンライン参加の割合】

 地⽅出⾝者はオンラインをよく活⽤しています。
 説明会におけるオンライン参加が不利になることはなさそうです。
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農林⽔産省は、
地⽅での対⾯イベントも
積極的に実施してくれます！
普段の説明会参加に加え、その機
会を活⽤した⼈が多いようです。



３-２. 地⽅出⾝者
-３章 官庁訪問-

【官庁訪問中の滞在先】

 地⽅出⾝者の半数がホテルに滞在していました。
 滞在先も早めの準備が必要と⾔えそうです。
 （宿泊費のデータ、内定者の考えるホテル選びのポイント等は後述します！）

【官庁訪問にかかった費⽤】
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宿泊費は、ビジネスホテルに泊まっていたほとんどの⼈が１０万円〜でした。
交通費は、ほとんどの⼈が２〜４万円の範囲内にいました。
できる限り負担を減らすためにも、⼆次試験の結果発表前に⾶⾏機とホテルは早めに予約してお
くことがおすすめです！

費⽤の具体例
◇北海道在住、ホテル泊
● ⾶⾏機代

：往復３万円
● ホテル代

：１７万円（１３泊）
● その他（⾷費等）

：３万円



【ホテルに持っていってよかったもの】
‧ハンディガン（肩こりがひどかったので役⽴ちました）
‧シャンプーとトリートメント（ホテルに備え付けのものは髪がきしんでしまうため）

官庁訪問はおよそ２週間にわたり、荷物が多くなるので、期間中快適に過ごすためにも、
持ち物は早めに検討することをおすすめします！

【ホテル選びのポイント】

‧費⽤
‧霞ヶ関との距離
‧コインランドリーがあるか

ビジネスホテルを利⽤している⼈がほとんどでした。
また、霞ヶ関に位置していない省庁を訪問した⼈は、それも考慮して選んだとのことでした。

３-２. 地⽅出⾝者
-３章 官庁訪問-

【移動スケジュール‧ホテルに持っていったほうがいいもの】
▶仙台の⼤学に通う内定者の例

往復の移動は、新幹線を使いました。費⽤⾯を考えて⾼速バスも候補の１つでしたが、移
動での疲労度が段違いなので、新幹線や⾶⾏機を利⽤することをおすすめします。
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官庁訪問
前⽇

官庁訪問
中の週末

内々定解禁
翌⽇

前⽇に東京に到着し、前泊しました。第１クールの訪問は８時半開始
なので、地⽅の⼤学の⽅は基本的に前泊マストです。

官庁訪問中の⼟⽇は仙台に帰らず、東京や横浜を散策していました。
地元の公務員試験を受験するために東京を離れる⼈もいました。

仙台に戻ったのは、第４クール(内々定発表)の次の⽇です。実家が⾸都
圏にある⼈はもう少しゆっくり戻った⼈もいたようです。



３-２. 地⽅出⾝者
-３章 官庁訪問-

【地⽅出⾝者の第⼀クール参加⽅法は？】
 滞在の負担等を考えて第⼀クールはオンラインで参加することも認められていますが、今年
度の内定者は全員対⾯で参加したようです。対⾯で参加するメリットはいくつかあります。
‧⾯接を通して職員の⼈柄をより感じることができる
‧その省庁を志望している学⽣（同期になる可能性のある⼈）がどのような⼈かわかる
‧待合室で情報交換ができる
‧職場を実際に⾒ることができ、働く環境がわかる

 ⼀⽅で、リラックスして⾯接に臨むことができる等、オンライン参加にもメリットはありま
す。⾃分に合っているのはどちらなのかをよく考えて参加⽅法を決めましょう！

【他の国総志望者とのつながりの作り⽅は？】
 地⽅出⾝者は対⾯でのイベントに参加するハードルが⾼く、他の国総志望者とつながるのが
難しいイメージがありますが、今年度の内定者はどのようにつながりを作っていたのでしょう
か？内定者に聞いてみました！
‧説明会や官庁訪問の待合室で頑張って話しかけました。
‧オンラインで参加するとなかなか横の繋がりは作りにくいし雰囲気も感じ取りにくいだろう
から、対⾯で官庁訪問に参加し、待合室で近くに座った⼈と⾯接の進捗状況や他省庁との⽐較
など情報交換しました。
‧官庁訪問前のつながりはありませんでした。
‧省庁のイベント（サマープログラムや対⾯説明会など）で知り合いました。
‧⼤学などの国総志望者向けの団体や先輩の紹介で知り合いました。
‧たまたまゼミに１⼈いたので、ずっとそこで切磋琢磨していました。

 官庁訪問前でのつながりは国家公務員志望者向けの団体で作っていた⼈が何⼈かいるようで
す。⾃分の⼤学や地⽅にそのような団体がないか調べて、所属してみると良いかもしれませ
ん！対⾯でのイベントでも出会いはあるので、⾃分の地⽅で開催される対⾯イベントには「つ
ながりを作る」という観点でも積極的に参加するのがおすすめです！
 中には官庁訪問前までつながりはなかった⼈もいたようですが、多くの⼈が官庁訪問中に待
合室で話しかけて情報交換をしていたようです。⾯接の対策も必要ですが、勇気を出して隣の
⼈に話しかけてみてはどうでしょうか？

【地⽅出⾝者の強み】
 地⽅出⾝者にとっては、関東圏の学⽣との差を感じることもあるかもしれませんが、逆に地
⽅出⾝ならではの強みを紹介します。
‧⼀次産業に近く、現場の課題を⾝近に感じることができる。
‧関東圏から遠い場所からきているということで、本気度や熱意を伝えやすい。
‧（官庁訪問中）霞ヶ関から近いホテルに泊ることになるため、移動時間が少なく、体⼒的に
余裕がある。
地⽅には地⽅ならではの強みがあります！そこを⾃分の中に落とし込んで、アピールポイント
にしていくのも⼀つかと思います。
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４章 試験対策
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４-１-１. 教養区分の概要
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-４章 試験対策-

【⼀次試験】

【⼆次試験】

　参考：⼈事院「国家公務員採⽤総合職試験（⼤卒程度試験）教養区分」
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総合論⽂試験 幅広い教養や専⾨的知識を⼟台とした総合的な判断⼒、思考⼒につ
いての筆記試験
I部：政策⽴案の基礎となる教養‧哲学的な考え⽅に関するもの
II部：具体的な政策課題に関するもの

基礎能⼒試験 公務員として必要な基礎的な能⼒（知能及び知識）についての筆記
試験
I部：知能分野 ⽂章理解、判断‧数的推理（資料解釈を含む）
II部：知識分野 ⾃然‧⼈⽂‧社会（時事を含む）、情報

企画提案試験 企画⼒、建設的な思考⼒及び説明⼒などについての試験

I部：政策概要説明紙（プレゼンテーションシート）作成
II部：プレゼンテーション及び質疑応答

政策課題討議試験 課題に対するグループ討議によるプレゼンテーション能⼒やコミュ
ニケーション⼒などについての試験

⼈物試験 ⼈柄、対⼈能⼒などについての個別⾯接

いわゆるグループディスカッション。
議論の流れに沿った発⾔を⼼がけるのがポイント。

「ガクチカ」や志望動機について問われることが
多いので、事前に話す内容についてまとめておこう！

事前の調査や準備が⼤切。緊張すると思うけれど、
落ち着いた話し⽅や対応を⼼がけましょう。

知能分野は時間が厳しめに感じたので、
時間を計って解く練習をしておくといいかもしれません。

https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/sougousyoku/kyouyoukubunn/kyouyoukubunn.html


４-１-２. 総合論⽂試験
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-４章 試験対策-

【総合論⽂試験とは】

幅広い教養や専⾨的知識を⼟台とした総合的な判断⼒、思考⼒についての筆記試験。資
料を読み論⽂を書く必要があり、２題で４時間と⻑い試験時間が特徴です。

◯対策
‧ニュースや新聞などで時事テーマに関する知識を仕⼊れておく
‧⽂章構成をあらかじめ考えておく

‧公務員試験対策の動画を⾒て、論⽂の書き⽅や構成について学ぶ

‧過去問を解いて、他の⼈と互いの論⽂について講評することで、⾃分の書いたものが
客観的にどのように評価されるのかや、他の⼈の書き⽅や考え⽅等を知る

時事テーマについて⽇頃から関
⼼を持って確認したり、⾃分の
意⾒を持つようにしたりしてい
ると、対応しやすくなるはず！

ー48ー

【アドバイス】

① 問題⽂の指⽰に従う
問題⽂に記述するべきことに関する指定があ
る場合があるので⾒逃さないようにしましょ
う。

② 資料を活⽤する
資料には⽇本語や英語の⽂章、統計資料など
が与えられる可能性があります。資料が与えら
れた場合はよく⽬を通し、必要に応じて使⽤
すると良いと思います。



４-１-３. 企画提案試験
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-４章 試験対策-

【企画提案試験とは】

事前に提⽰されるテーマと資料に基づいて、⾃らが考えた政策をプレゼンする⼝述試
験。
試験当⽇に新たな資料が渡されることもあります。

◯対策
‧あらかじめ提⽰された資料を読む
‧現状の問題点、現在実施されている政策を把握する
‧新たに打ち出すべき政策を複数考えておく
 →当⽇の問題に合わせて効果的な政策を提案できるようにするため
‧わかりやすいプレゼンシートを書く練習をする
‧受験者同⼠でプレゼンを⾏い、質疑応答の練習をする
  ※⾃分の政策を知られたくないという⼈もいるので注意が必要
   また受験番号が近い⼈は同じ試験官になる可能性もあるのでここも要注意

試験官はプレゼンシートを
もとに質問をします。
質問してほしい箇所を

キーワードで書いておく⼈も
いたよ！
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【アドバイス】

① 資料に隠れているテーマを⾒つける
公務員志望者に考えてほしい課題ということ
は、政府として重要視している問題でもあり
ます。なぜ問題になっているのかという背景を
探ってみよう！

② プレゼンで⼒を発揮できる準備をしよう
評価されるのは「プレゼン」です。新規性や独
⾃性、実現可能性を考慮して施策を提案しよ
う。例えば、実施されている施策を提案するこ
とは準備できていると⾔えるかな？

③ 何があってもへこたれない
試験官は第⼀線で携わっている⼈かもしれま
せん。鋭い質問が来たときにどう答えておくか
考えておいてもいいかも！



４-１-４. 政策討議試験
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-４章 試験対策-

【政策課題討議試験とは】

課題に対して、配布された資料をもとにレジュメを作成し、討論を⾏う試験。

◯対策
‧ニュースや新聞などで時事テーマに関する知識を仕⼊れておく
‧レジュメ構成をあらかじめ考えておく

議論の前後に⾃分の⽴場につい
て発表する時間があるよ。討議
後の発表では、討論を通して⾃
分の意⾒がどのように変化した
か、もう少し議論を深められそ
うな部分がなかったかなどにつ

いて話すといいかも。
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現状の整理

理想状態‧政策の⽬的

具体的な提案‧政策

予想される課題（とその解決策など）

　レジュメ構成は右のような感じに
しました！現状の整理ではそれぞ
れの⽴場のメリット‧デメリット
を表にしてまとめました。何回か
実際に書いてみる練習をしておく
と、本番も焦らず書くことができ
るのではないかと思います。

【アドバイス】

① 議論の⽬指すところを明確にする
初めに時間配分、理想状態や⾔葉の定義を共
有しておくと認識の齟齬が起こりにくいよ。

② ⾃分の意⾒を⾔う
発⾔できないときは⼿を挙げてみてもいいか
も！

③ 論破することを⽬的にしない
全員で⼀定の⽅向性を持った合意を形成する
ことを意識しよう。

④ 全員が議論に参加できているかを確認する
発⾔が少ない⼈がいたら「◯番さんはどう思
いますか？」など話を振るのがおすすめ。
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-４章 試験対策-

【状況】
‧４⽉から予備校を利⽤
 →周りに志望者がいなかったため予備校を通して情報を得られると思ったから
  カウンセリングでスケジュールを⽴てて勉強できるから
‧政治経済学部所属
‧受験するきっかけは、予備校の先⽣に勧められたこと（数的処理が得意）
‧教養区分不合格の場合は、春（政治‧国際）を受けるつもりだった
‧アルバイトはずっと続けていた（⼤学４年間同じ）

【試験対策】
【⼀次試験】
基礎能⼒試験
‧予備校の講義をスケジュール通り受ける→問題集で演習
‧数的処理は５⽉頃から毎朝２〜３題解く（問題集をトータルで２周くらい）
‧⽂章理解は夏休みに１周してコツをつかむ
‧知識分野はマスターする分野（例‧社会科学、⼈⽂科学の⽇本史）、捨てる分野（⾃然科学
の地学）に分けて問題集を１周して傾向をつかむ

政策論⽂試験
‧予備校の政策論⽂の講義を受ける→実際に書いてみる
‧総合論⽂として２回＋教養区分対策として１年前の過去問を解いて添削してもらう

【⼆次試験】
企画提案試験
‧提⽰された資料を読む、関連する説明会に参加
‧予備校の⾃主ゼミで⾃分が考えた施策をぶつけ合ってブラッシュアップ
‧レジュメを書く練習（トータルで３回くらい書いた）
 →受験者同⼠で⾒せ合い、プレゼン練習

政策討議試験
‧予備校の⾃主ゼミで模擬練習（５回くらいした）
‧司会者や討論者などいろんな役割を経験
‧伝わりやすいレジュメの構成をあらかじめ決めて臨んだ（⽴場、現状、問題点、考えられる
施策、なぜこれがいいか）

⼈物試験
‧予備校の担任カウンセリングでガクチカを添削してもらう
‧内定者や志望者のESを⾒て、⾔葉を盗む＋質問してもらう
‧⾯接で拾ってほしい話題をキーワードとして書いた
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-４章 試験対策-
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時期 対策内容 就活事情 コメント

４⽉ 予備校に⼊会
数的処理、憲法の受講開
始

国家総合職を進路として定
める（⺠間は⾒ていなかっ
た）

予備校の授業⾃体
は２⽉に開始して
いた

５⽉ ⼈⽂科学、政治学の受講
開始
毎朝数的処理の問題を
２〜３題解く

憲法‧政治学は社
会科学に含まれる
こと、春の必須科
⽬であることから
受講

６⽉ 憲法、⼈⽂科学の受講完
了
社会科学、政策論⽂の受
講開始

７⽉ 数的処理の受講完了
数的処理演習を受講
⽂章理解、国際関係の受
講開始

省庁インターンに応募する
も通過せず。夏休みは試験
勉強とアルバイトに費やす
ことに決める

本番と同じ時間配
分で数的処理を解
いたら⾼得点だっ
たので、教養区分
の受験を決める

８⽉ 社会科学、⾃然科学、総
合論⽂対策の受講完了
⽂章理解、知識分野の問
題演習を始める

説明会にちょくちょく参加 キングダムにはま
る。夏休みはマン
ガかバイトか勉強
していた

９⽉ 政治学の受講完了
問題演習引き続き

国際関係の受講を
辞める

１０⽉ ⼈物試験対策として⾃⼰
分析、模擬政策課題討議
を⾏う

１⽇：⼀次試験受験
１８⽇：⼀次試験合格

２⽇に採点したら
思ったよりも良く
て泣いた

１１⽉ 企画提案試験の資料をよ
うやく読む
予備校の⾃主ゼミで⾯接
練習、政策課題討議の練
習を⾏う

省庁のイベントにいろいろ
参加する
２５⽇、２６⽇：⼆次試験
受験

すでにしっかり準
備している受験⽣
仲間がいると焦る
のでおすすめ

１２⽉ 教養区分合格者向けイベ
ントに多数参加

１３⽇：合格発表
農⽔のイベントに初参加



【状況】
‧独学
‧農学部獣医学専修所属
‧教養区分を受けるきっかけは、秋にも国家公務員試験があることを先輩から聞いたこと。少
しでもチャンスが増えるならと思い受験を決意
‧教養区分に合格したが春試験（農業科学‧⽔産）も受け、迷った末に事務系で官庁訪問

【試験対策】
【⼀次試験】
基礎能⼒試験
‧市販の問題集を購⼊し、数的処理を中⼼に問題演習した
政策論⽂試験
‧YouTubeなどの動画から、どのような構成で⽂章を組み⽴てれば良いのかを勉強した
‧ニュースや新聞に⽬を通し、時事テーマの知識を得るようにした
【⼆次試験】
全体
‧参考書を読み、公務員としての考え⽅を学んだ
‧『公務員試験 論⽂‧⾯接で問われる⾏政課題‧政策論のポイント』（実務教育出版）を読
んだ
企画提案試験
‧提⽰された⽩書などの資料に⽬を通し、関連するニュースなどについて調べた
‧教養区分受験者の勉強会に参加した
政策討議試験
‧教養区分受験者の勉強会に参加し、２、３回練習を⾏った
‧他の⼈のレジュメやインターネットで⾒つけた体験記などを参考に、レジュメの構成を検討
した
⼈物試験
‧⼤学のキャリアサポートセンター主催の⾯接練習に参加し、アドバイスをもらった

４-１-６. Bさんの場合
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-４章 試験対策-
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時期 対策内容 就活事情 コメント

８⽉ 問題集を購⼊し、基礎能⼒試験の勉強を開
始。新聞などで時事テーマに⽬を通す。

教養区分受験申し
込み

⼤学の実習で２週
間台湾へ

９⽉ 政策論⽂対策の書き⽅についてYouTubeの
動画などを活⽤して学ぶ。

⼀次試験受験 宮崎で産業動物獣
医師の仕事を⾒学

１０⽉ 教養区分受験者の勉強会や⼤学のキャリア
サポートセンターで⼆次試験対策。

⼀次試験合格

１１⽉ 勉強会で企画提案試験の練習。 ⼆次試験

１２⽉ 教養区分合格者の省庁別勉強会に参加。



４-２. 春試験の政策論⽂‧⼈物試験

【政策論⽂】
1. 政策論⽂を書く前に

  ⽇頃から社会問題にアンテナを張って、新聞や書籍、ネタ帳（たとえば寺本康之『寺本康之
の⼩論⽂バイブル』（エクシア出版））などのリソースから情報を収集し、⾃分なりの考えを
持っておく。それらの知識は専⾨試験にも⽣きる。

2. いざ書くときに
 「序論‧本論‧結論」の構成やPREP法（結論、具体例‧理由、結論の順で議論する⽅法）を
意識し、読みやすい⽂章を書く。試験に備え、１回は時間を測って答案を作成する練習をする
と、本番で焦らずに済む。

3. とはいえ…
  他の専⾨科⽬とは異なり時間をかけただけ成果が上がるとは限らず、専⾨科⽬と⽐較して配
点が低いので、政策論⽂に時間をかけすぎるのは好ましくない。

【⼈物試験】
1. いわゆる「ガクチカ」について

‧（院卒者）研究内容に関する質問をされた。その時は研究内容がまだまとまっていない時期
だったので少ししどろもどろになってしまい、かなり焦った。少しでもいいので、⾃分の研究
が深堀されても⼤丈夫なように準備をしておくといいかもしれない。
‧ガクチカ作りはなるべく学部３年⽣の夏までに終わらせておくと勉強時間が確保しやすい。
ある内定者は１２⽉いっぱいまでガクチカ作りに勤しんでいたため、年明けにしわ寄せがきて
しまった。

2. ⼈物試験で問われる「志望動機」
‧⼈物試験は「なぜ国家公務員なのか」などが細かく聞かれるというよりは、就活の軸がエピ
ソードを通じて論理的に伝われば合格、という印象。
‧⼈物試験で「国家公務員を⽬指す理由」を話すことと、官庁訪問で「農林⽔産省を⽬指す理
由」を話すことは表裏⼀体だと思っていたので、同時に対策を進めていた。

3. 「⾯接慣れ」するために
‧⾯接経験の有無や⼈と話す際に緊張するタイプかどうかなど、⼈によって対策の仕⽅は様々
ありうる。
‧⾯接カードを⾊々な⼈（予備校、友⼈、キャリア⽀援室など）に読んでもらい、⾯接カード
の内容を詰めるとともに、想定される質問を考えてもらった。
‧本番は各トピックについて深堀をされるので、どんな質問が⾶んできても答えられるよう、
想定質問を列挙し、その答えを事前に軽くまとめておいた。内定者パンフレットや予備校テキ
ストに載っていた過去に聞かれた質問に対し、⾃分なりに回答を作成した。
‧公務員講座や予備校、⼤学のキャリア⽀援室などで、２〜３回⾯接練習に参加し、形式に慣
れた。

多肢選択式試験や記述式試験とのバランスを踏まえたメリハリのある対策が重要です！
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【内定者のプロフィール】
‧内定者２４⼈中４⼈
‧⼤学の所属：法学部、社会学部、国際系など様々
‧学習形態：予備校利⽤（２⼈）、独学（２⼈）
‧試験準備をはじめた時期：⼀次試験の６か⽉前~２か⽉前
‧４⼈とも「コースA」あるいは２０２３年度以前の旧区分を選択

【試験内容】
〇⼀次試験
‧基礎能⼒試験＋専⾨試験（多肢選択式） 
‧基礎能⼒試験：知能分野（２４題,  ⽂章理解１０題＋資料解釈含む判断‧数的推理１４
題）、知識分野（６題, ⾃然‧⼈⽂‧社会に関する時事、情報）
‧専⾨試験は次のコースA、Bからいずれかを選択
［コースA 政治‧国際系］
必須：政治学（１０題）、国際関係（１０題）、憲法（５題） 
選択：⾏政学（５題）、国際事情（３題）、国際法（５題）、⾏政法（５題）、⺠法（担保物
権、親族及び相続を除く。）（３題）、経済学（３題）、財政学（３題）、経済政策（３題）
から１５題選択
［コースB ⼈⽂系］
必須：政治学‧国際関係‧憲法（５題）、思想‧哲学（４題）、歴史学（４題）、⽂学‧芸術
（３題）、⼈⽂地理学‧⽂化⼈類学（２題）、⼼理学（１題）、教育学（３題）、社会学（３
題）
選択：思想‧哲学（６題）、歴史学（６題）、⽂学‧芸術（６題）、⼈⽂地理学‧⽂化⼈類学
（２題）、⼼理学（３題）、教育学（３題）、社会学（４題）から１５題選択
〇⼆次試験
‧専⾨試験（記述式）＋政策論⽂試験＋⼈物試験
‧専⾨試験は、次のコースA、Bからいずれかを選択
［コースA 政治‧国際系］
政治学、⾏政学、憲法、国際関係（２題）、国際法、公共政策（２題）から任意の２題を選
択。
［コースB ⼈⽂系］
思想‧哲学（２題）、歴史学（２題）、⽂学‧芸術（２題）から任意の２題を選択。
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【POINT！〜政治‧国際の科⽬選択の仕⽅〜】
 専⾨⼀次試験計４０題のうち、⾃分が強みを発揮できる科⽬で、合格点を取ることが⽬標です。
例えば、内定者は以下のような科⽬選択の仕⽅をしました。ぜひ参考にしてみてください。
‧英語が得意‧国際関係が得意な⼈→国際事情
‧出題分野にパターンがありピンポイントで対策したい⼈→財政学‧経済系の科⽬
‧政治学が得意‧政治学の理解を深めたい⼈→⾏政学
‧時間がなく、政治‧国際区分の科⽬のうち既習分野があまりない⼈→選択科⽬は後回しで、政治
学と国際関係（合わせて２０/４０題）に集中する
 専⾨⼆次試験では、選択する科⽬は複数（３-４科⽬程度）⽤意して、当⽇問題を⾒て⾃分の得点
を伸ばせそうな科⽬を選んで回答します。例えば、内定者は、政治学‧憲法‧⾏政学（または国際
法）の３科⽬あるいは、政治学‧⾏政学‧公共政策の３科⽬などに絞って対策していました。

-４章 試験対策-
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【⼀次試験】
＜基礎能⼒試験＞
‧基礎能⼒試験対策は、数的処理の資料読解に絞って問題集を繰り返し解く。
‧⽂章読解や知識分野（時事）は、⾼校受験や⼤学受験のときの知識だけでも⽐較的点数が取
れる場合もある。ある程度点数がとれるようになったら、専⾨試験の対策に注⼒する。
＜専⾨試験（多肢選択式）＞
全般
‧いずれの科⽬も、知識のインプット→過去問演習でアウトプットを繰り返す。
‧①予備校のテキストをざっくり⼀周読む②授業動画を倍速で⾒る（①、②を繰り返す）③過
問演習を演習し、間違えた問題や選択肢について、テキストを読み直して知識補填する。
‧①地上‧国家⼀般コースの授業を聞き、問題集を繰り返し解き、知識を定着させる。②過去
問演習（２⽉後半から）を⾏い、間違えた問題や選択肢を中⼼に復習する。⾃分で持っていた
テキストは国総⾮対応だったので、適宜テキストに書き込みながら知識を補った。
‧参考書の通読∕無料配信講座の視聴と、スーパー過去問ゼミを解きながら解説を丁寧に読む
のを繰り返す。
‧スーパー過去問ゼミで過去に出題がある分野の知識を⼊れ、次に過去問を数年分解く。
必須科⽬（政治学‧国際関係‧憲法）
政治学
‧川出ほか『政治学』（詳細は次ページに記載）を通読する。
国際関係
‧参考書⽥中ほか『新‧国際政治経済の基礎知識』（詳細は次ページに記載）を通読する。
憲法
‧無料で配信されている憲法講座（⾏政書⼠試験向け笑）を繰り返し⾒る。
‧⾮法学部で初めて憲法に触れた⼈は、法律の考え⽅や問題の問われ⽅に慣れるのに、他科⽬
に⽐べ⾮常に時間がかかる場合もある。
‧政治学、国際関係で点数を取るつもりで、憲法はスーパー過去問ゼミの頻出単元を⾒る。
選択科⽬
⾏政学
‧空き時間に、真渕『⾏政学』（詳細は次ページに記載）をパラパラ読む。具体例が⾯⽩いの
で、印象に残りやすく、記述問題を解くときの材料にもなる。
‧学説史を除くと政治学と重なる部分もあるので、政治学（特に⽇本の政治制度など）と合わ
せて勉強すると両科⽬の理解が深まる。
‧まずスーパー過去問ゼミで過去に出題がある分野の知識を⼊れ、次に過去問を数年分解く。
‧ボリュームが少ないので、憲法よりは満遍なく⾒る。
国際事情
‧新聞の国際⾯を読む。
‧英語のニュースを⽇常的に聞く。
‧国際関係の知識も時に役⽴つ。
経済学‧財政学‧経済政策
‧予算の内訳やミクロ経済のちょっとした計算など、１問単位で解ける問題を過去問から探し
て演習する。
国際法
‧参考書を通読する。 ー56ー
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４-３. 春区分編（政治‧国際‧⼈⽂）
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【⼆次試験】
＜専⾨試験（記述式）＞
全般
過去問演習による対策が中⼼です。実際に解答を作成せず、論⽂の構成を箇条書きでメモする
程度でも勉強になります。また、いずれの科⽬も⼀次試験の際の知識が⼟台になります。⼀次
試験の際の知識を⾃分なりにつなぎ合わせ、問題の意図に沿って回答していくイメージです。

‧①過去問を⾒て、メモを作成してみる②模範解答、参考書を元に、もう⼀度メモを作った
り、よく問われるテーマについて⾃分なりにまとめたりする。
‧予備校で配布されていた都庁記述対策⽤のテキストを完璧にする。
‧試験委員の専⾨分野を重点的に復習する。
‧⼀次試験後から過去問演習を⾏う。回答の流れを決めて、中⾝を表や箇条書きでまとめる練
習をする。

必須科⽬（政治学‧国際関係‧憲法）
政治学
‧川出ほか『政治学』（詳細は次ページに記載）を通読する。
‧２⽉の官報で試験委員が誰かチェックしてヤマを張り、担当の委員の⽅の研究分野（選挙制
度）を復習する。
国際関係
‧⽥中ほか『新‧国際政治経済の基礎知識』（詳細は次ページに記載）を通読する。
‧試験委員の⽅の研究分野（冷戦あたり）を復習する。
‧スーパー過去問ゼミの知識で⾜りない部分は、より詳しい記述がある教科書中⻄ほか『国際
政治学』（詳細は次ページに記載）を参考にする。
憲法
‧無料で配信されている憲法講座（⾏政書⼠試験向け）を繰り返し⾒る。
‧予備の科⽬として⽤意し、判例集浅野ほか『判例プラクティス憲法』（詳細は次ページに記
載）を読んで考え⽅や書き⽅を復習する。
選択科⽬
⾏政学
‧空き時間に、真渕『⾏政学』（詳細は次ページに記載）をパラパラ読む。具体例が⾯⽩いの
で、印象に残りやすく、記述問題を解くときの材料にもなる。
‧学説史を除くと政治学と重なる部分もあるので、政治学（特に⽇本の政治制度など）と合わ
せて勉強すると両科⽬の理解が深まる。
国際法
‧参考書を通読する。
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【使⽤ツールの例】

＜過去問＞
‧『スーパー過去問ゼミ』（実務教育出版）←通称スー過去。⾔わずもがな択⼀対策。各科⽬発
⾏されている。
‧『過去問５００』（実務教育出版）←教養試験、専⾨試験それぞれ毎年発⾏されている。

＜教科書‧参考書＞
政治学
 川出良枝、⾕⼝将紀『政治学』（東京⼤学出版会）２０２２年
  ←必要最低限の内容でまとまっており、⾮常におすすめ
 久⽶郁夫ほか『政治学』（有斐閣）２０１１年
 待⿃聡史『代議制⺠主主義』（中公新書）２０１５年
  ←当時の試験委員の担当教官だったので傾向を把握する上で参考にした
国際関係
 ⽥中明彦、中⻄寛『新‧国際政治経済の基礎知識』（有斐閣ブックス）２０１０年
 中⻄寛ほか『国際政治学』(有斐閣)２０１３年
憲法
 浅野博宣ほか『判例プラクティス憲法』（信⼭社）２０２２年
その他
 真渕勝『⾏政学』（有斐閣）２０２０年
  ←分厚いテキストなのに、軽い⼝調で書かれており、具体例もわかりやすいのでおすすめ。
 ⽟⽥⼤ほか『国際法』（有斐閣ストゥディア）２０２２年
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【POINT！〜農林⽔産省の国際性〜】

 国内向けの仕事が中⼼と思われがちな農林⽔産省ですが、実は、農林⽔産物‧⾷品の輸出促進(海
外への販路拡⼤)、通商交渉や⽔産資源管理に関する交渉など国際的な業務も多く、国際的な知⾒も
活かせる場⾯が多くあります！在外公館や国際機関、JETRO等の海外ポスト数も外務省に次ぐ数だ
とか。 

-４章 試験対策-

ー58ー



【POINT！】

 専攻分野や得⼿不得⼿、試験の配点などを踏まえたメリハリをつけた対策をすることがポイント
です。例えば内定者の１⼈は商法が苦⼿だったため、かなり範囲を絞って学習し、得意な労働法や
国際法で点数を取りました。
 また、過去問演習も有⽤です。特に、専⾨試験（多肢選択式）では細かな条⽂や判例の知識が問
われるので過去問研究が不可⽋です。

４-４. 春区分編（法律）

【内定者のプロフィール】
‧内定者２４⼈中２⼈

‧⼤学の所属：法学部（２⼈）

‧学習形態：予備校利⽤（２⼈）

【試験内容】
◯⼀次試験

‧基礎能⼒試験＋専⾨試験（多肢選択式）

‧基礎能⼒試験：知能分野（２４題, ⽂章理解１０題＋資料解釈含む判断‧数的推理
１４題）、知識分野（６題, ⾃然‧⼈⽂‧社会に関する時事、情報）

‧専⾨試験（多肢選択式）

 必須：憲法（７題）、⺠法（１２題）、⾏政法（１２題）

 選択：商法（３題）、刑法（３題）、労働法（３題）、国際法（３題）、経済学‧財政
学（６題）から９題選択

◯⼆次試験

‧専⾨試験（記述式）＋政策論⽂試験＋⼈物試験

‧専⾨試験（記述式）：憲法、⺠法、⾏政法、国際法、公共政策（２題）から任意の２題
を選択。
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４-４. 春区分編（法律）
【⼀次試験】
＜基礎能⼒試験＞
‧基礎能⼒試験は特に知能分野に注⼒すべきです。数的処理と判断推理、資料読解の３つを中⼼
に、繰り返し問題（過去問や参考書など）を解きます。
‧知識分野（時事＋情報）は、点数配分からしてもニュースを⽇ごろ⾒る程度で、ほどほどに。
＜専⾨試験（多肢選択式）＞
必須科⽬（憲法‧⺠法‧⾏政法）
‧⼀次試験はこれにかかっているので、特に頑張りましょう。
‧内容をインプット→過去問でアウトプットの流れを短いスパンで繰り返します。とにかく１周す
ることを念頭において進め、繰り返し問題を解くことで定着します。多少、つまづく分野があって
も、進めるうちに分かることもあるので、アウトプットをしながらインプットをします。特に⺠ 法
です。
憲法
‧判例が重要なので、判例百選（有斐閣）で選択肢に出てきた判例を確認しながら勉強します。
‧統治分野は範囲が限られているので、覚えることの多い⼈権分野に時間を割くと良いでしょう。
⺠法
‧ダントツで分量が多いので、早めに過去問に取り組み始め、それを踏まえて教材を確認し、何度
もインプットとアウトプットを繰り返します。
‧総則、物権、債権、家族法、満遍なく対策したいです。
‧難易度の⾼い担保物権は、⿃⼭‧藤沢『有斐閣ストゥディア⺠法３ 担保物権』（有斐閣）
２０２１年がおすすめです。
⾏政法
‧過去問に取り組んだ上で、①判例を判例百選を読んで押さえます。
②⾏政⼿続法や⾏政不服審査法、⾏政事件訴訟法の⼿続きについての定めを押さえます。
③内閣法、国家⾏政組織法、国家公務員法、情報公開法などの細かい条⽂を過去問に出題された範
囲で押さえておきます。
選択科⽬
刑法
‧頻出分野が限られているのでメリハリをつけて対策します。
‧判例を中⼼に、刑法総論は因果関係、故意、未遂犯、共犯を、刑法各論は財産犯と主要な犯罪(殺 
⼈、堕胎、傷害、放⽕)を特に勉強しました。
労働法
‧頻出分野が限られているのでメリハリをつけて対策しました。
‧過去問に出題されたものを中⼼に、判例や法制度を押さえます。
商法
‧会社法、特に株式と機関（株主総会、役員の責務など）が頻出です。
財政学
‧予算の数字(試験を受ける前年度くらいのもの)を覚えるという時事的な要素もある上、予算成⽴過
程や予算の種類、各国⽐較など覚えるべき内容や出題パターンが圧倒的に少ないので挑戦してみる
と良いでしょう。
国際法
‧⼤学で授業をとっていたらおすすめです。
‧出題される判例や範囲が限られている（条約法、国家の⽣成、管轄権免除、領域、海洋法がメイ
ン）ので、該当箇所の基本書の記述や判例を押さえます。
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４-４. 春区分編（法律）
【⼆次試験】
＜専⾨試験（記述式）＞
 内定者２名ともに、憲法と⾏政法を選択しました。

全般
‧法的三段論法（⼤前提（規範）→⼩前提（当てはめ）→結論）を⾝につけておきましょ
う。
‧綺麗な読みやすい字を書きましょう。

憲法
①⼈権
‧判例の事実関係や⾔い回し、規範を押さえ、論証を⽤意しておきましょう。
  例）政教分離が出たら、「政教分離原則は国家が宗教的に中⽴であることを求めるもので
あるが、国家が宗教との関わり合いを持つことを全く許されないとするものではなく、宗教
の関わり合いをもたらす⾏為の⽬的及び効果に鑑み、その関わり合いがわが国の社会的⽂化
的諸条件に照らし、信教の⾃由の保障の確保という制度の根本⽬的との関係で相当とされる
限度を超えるものと認められる場合にこれを許さないとするものである」が⾃然と出てくる
ようにします。
‧⾃由権への制約の合憲性が問われる問題であれば、三段階審査論（保護範囲→制約→正当
化）を使えるようにしておきます。（平等原則と社会権には使えないので注意）
②統治
‧条⽂の知識や制度の趣旨、独⽴⾏政委員会の合憲性、司法権の独⽴の意義などの論点を押
さえ、⾃分で説明できるようにします。

⾏政法
‧択⼀試験での知識が⼟台になります。判例の⾔い回しや⾏政事件訴訟法、⾏政⼿続法の条
⽂知識が⽣きます。
‧処分性や原告適格の定式、⾏政裁量統制⼿法（判断過程統制⼿法や社会観念審査など）は
複数回出題されているので、誦んずることができるようにします。
‧訴訟選択を適切にできるようにします。（取消訴訟を求めるのはどんな時か、仮の救済を
求めるにはどういった要件が必要か、など）
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４-４. 春区分編（法律）

【使⽤ツールの例】
＜参考書＞
憲法
 ⻑⾕部恭男、⽯川健治、宍⼾常寿編『憲法判例百選Ⅰ‧Ⅱ第７版』（有斐閣）２０１９年
 安⻄⽂雄、巻美⽮紀、宍⼾常寿『憲法学読本第３版』（有斐閣）２０１８年
 芦部信喜著、⾼橋和之補訂『憲法第８版』（岩波書店）２０２３年
⺠法
 佐久間毅『⺠法の基礎１ 総則第５版』（有斐閣）２０２０年
 佐久間毅『⺠法の基礎２ 物権第３版』（有斐閣）２０２３年
 潮⾒佳男『基本講義 債権各論Ⅰ 契約法‧事務管理‧不当利得第４版』（新世社）
    ２０２2年
 潮⾒佳男『基本講義 債権各論Ⅱ 不法⾏為』（新世社）２０２１年
 内⽥貴『⺠法Ⅲ 第４版』（東京⼤学出版会）２０２０年
 前⽥陽⼀、本⼭敦、浦野由紀⼦『⺠法Ⅵ 親族‧相続第７版』（有斐閣）２０２４年
⾏政法
 齋藤誠、⼭本隆司編『⾏政判例百選Ⅰ‧Ⅱ第８版』（有斐閣）２０２２年
 櫻井敬⼦、橋本博之『⾏政法第６版』（弘⽂堂）２０１９年
刑法
 ⻲井源太郎、⼩池信太郎、佐藤拓磨ほか『刑法１ 総論第２版』（⽇本評論社）２０２４年
 ⻲井源太郎、⼩池信太郎、佐藤拓磨ほか『刑法２ 各論第２版』（⽇本評論社）２０２４年
労働法
 荒⽊尚志『労働法第５版』（有斐閣）２０２２年
国際法
 岩沢雄司『国際法第２版』（東京⼤学出版会）２０２３年

＜教材＞
‧過去問題集（⼈事院に請求したもの）
‧予備校の講義やテキスト、過去問題集（解答つき）
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【POINT！】
 ⾃分の現状や⽬標点数、試験⽇から逆算しながら勉強を進めるのが⼀番近道だと感じます。模試
や過去問など初⾒の問題を定期的に解いて学習進度を確認するのもおすすめです。

 他の区分に⽐べて、ガクチカづくりなどで勉強の着⼿が遅くても間に合うこともあるので、諦め
ずに頑張ってほしいです。

４-５. 春区分編（経済）

63ー63ー

-４章 試験対策-

【内定者のプロフィール】
‧内定者２４⼈中４⼈

‧⼤学の公務員講座、予備校、独学と様々

‧所属は経済学部

‧勉強期間は約３か⽉

【試験内容】
◯⼀次試験

‧基礎能⼒試験＋専⾨試験（多肢選択式）

‧基礎能⼒試験：知能分野（２４題, ⽂章理解１０題＋資料解釈含む判断‧数的推理１４
題）、知識分野（６題, ⾃然‧⼈⽂‧社会に関する時事、情報）

‧専⾨試験(多肢選択式)

 必須：経済理論（１６題）、財政学‧経済政策（５題）、 経済事情（５題）、統計学‧計
量経済学（５題）

 選択：経済史‧経済事情（３題）、国際経済学（３題）、 経営学（３題）、 憲法（３
題）、 ⺠法(担保物権、親族及び相続を除く。) （３題）から９題選択

 

◯⼆次試験

‧専⾨試験（記述式）＋政策論⽂試験＋⼈物試験

‧専⾨試験（記述式） 

 必須：経済理論

 選択：財政学、経済政策、公共政策（２題）から任意の１題を選択



４-５. 春区分編（経済）

64

【専⾨試験(多肢選択式)】
 経済区分は他の区分に⽐べて暗記が少なく計算が多いため、慣れてくると安定して得点しや
すいです。過去問と同じパターンで出題される科⽬が多いため、過去問を解いて慣れていくこ
とが重要だと思います。

経済理論
 問題数が多いことと、時事などに⽐べ出題範囲が分かりやすく対策しやすいことの２点か
ら、最も多く時間を割きました。問題集を３、４周したり、過去問を２０年分解くなど、量を
こなして問題パターンを把握しました。得点源にしたい科⽬です。
財政学、経済政策
 経済原論と内容が被る部分もあり、経済原論をある程度理解してから始めるのが効率的で
す。予算などの時事は経済事情とも被るので数字も含めて暗記した⽅がよいと思います。始め
のうちはテキストを読んで理解できないことも多々ありましたが、問題を解いている間に徐々
に理解が深まってくるので、わからなくてもとりあえず問題演習をするのをおすすめします。
この科⽬も得点源にしたいです。
統計学、計量経済学
 経済学部⽣だったので、基礎的な部分は⼤学の授業で学習しました。出題パターンが毎年似
ているので、過去問を繰り返し解いて公式や解法を把握するのがよいでしょう。
国際経済学
 経済理論と重複する部分があり、経済理論の対策をすることがこの科⽬の対策に繋がりまし
た。問題数が少なく難易度に波があるので得点源と考えない⽅がよいかも知れません。
経済史、経済事情
 経済事情はテキストを読み込んで数値などを暗記しました。欧⽶などの主要国以外にも東南
アジアの統計などに⽬を通しておくと安⼼です。
 経済史は、この科⽬⽤に市販のテキストがないので、予備校などを利⽤しない限りは⾼校ま
での知識で対応するしかないと思います。戦後の⽇本経済史が頻出なので予備校のテキストの
該当部分を読んでおきました。
 いずれにしてもコスパは良いとは⾔えないので、この科⽬は隙間時間で勉強することをおす
すめします。
経営学
 問題集を周回しました。暗記科⽬ですが、勉強時間に⽐例して得点⼒も伸びるのでコスパは
よいと感じました。併願先で使えない科⽬の可能性があるので優先順位は低いかもしれません
が、国家総合職専願の⼈にはおすすめです。
憲法
 テキストと問題集を１周しようとしたのですが、着⼿したのが遅すぎて２⽉頃になっても終
わらず、途中で⼼が折れてしまいました。問題集はとりあえず雰囲気で必須問題のみ解き、あ
とは総合職の過去問だけ解いて間違えたらテキストの該当箇所を読み込む、という勉強をして
いました。ただ、法律科⽬の中で１番取り組みやすい科⽬ではあるので、早めに着⼿して確実
に得点できるようにした⽅が良いと思います。
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４-５. 春区分編（経済）
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【専⾨試験(記述式)】
 経済区分の⼆次試験対策としては(公共政策を選択しなければ)論述の対策はそれほど必要あ
りません。⼩問に沿って問題を解いていくので、途中式や補⾜の⽂章を書くという形が多く、
何百字で記述するというような問題は少ないです。難易度は⼀次試験と同じかやや難しいくら
いです。

 対策としては、経済理論も選択科⽬も⼀次試験の過去問演習を⾏うことをおすすめします。
⼆次試験の過去問３年分を⼀通り解いた結果、⼀次試験の過去問よりも難易度は⾼くないと感
じて⼆次試験対策をほとんど⾏わなかった結果、本番ほとんど太⼑打ちできず地獄を⾒まし
た。⼀次試験の過去問のレベルが当たり前に解けるように何度も問題演習をし、その中で記述
⼒も⾼めていくと良いと思います。

 選択科⽬は財政学を選択しました。簡単な語句問題から難解な計算問題まで幅広く出題され
ますが、計算問題で出題される分野はそれなりに限られているので、経済政策や公共政策に⽐
べて対策がしやすいと思います。

 予備校などで採点してもらう⼈がいる場合は採点してもらうことをおすすめします。独学で
採点してもらう⼈がいない場合は、模試の解説なども参考になります。

【学習ツール】
‧公務員講座、予備校の各種教材
‧資格試験研究会『公務員試験 新スーパー過去問ゼミ（ミクロ経済学、マクロ経済学、財政
学、経営学）』（実務教育出版）２０２３年
‧⻄村‧友⽥『経済学ゼミナール 上級編』（実務教育出版）２０１５年
‧資格試験研究会『令和６年度試験完全対応 公務員試験 速攻の時事』（実務教育出版）
２０２４年
‧資格試験研究会『２０２５年度版 国家総合職 専⾨試験 過去問５００』（実務教育出
版）２０２３年
‧各予備校の模試

ー65ー

-４章 試験対策-



【POINT！】

 ⼆次試験の形式に多少の違いはありますが、概ね⼤卒程度試験の各区分と同じです。対策の⽅法
や注意点についても⼤卒各区分を参照してください。

４-６. 春区分編（院卒⾏政）

【内定者のプロフィール】
‧院卒⾏政区分は内定者２４⼈中４⼈。
‧学習形態としては、予備校利⽤が１⼈、独学が１⼈、学部時代に利⽤した⼤学⽣協講座
を活⽤したのが２⼈。

【試験内容】（２０２４年度から）
◯⼀次試験
‧基礎能⼒試験：知能分野２４題、知識分野６題

‧専⾨試験（多肢選択式）
以下の選択I、II、III、IVの中からいずれかを選択し解答
選択I（政治‧国際系）、選択II（⼈⽂系）、選択III（法律系）、選択IV（経済系）

※それぞれの出題内容については⼤卒の各区分を参照。

◯⼆次試験
‧専⾨試験（記述式）

政治学、⾏政学、国際関係（２題）、思想‧哲学（２題）、歴史学（２題）、⽂学
‧芸術（２題）、公共政策（２題）、憲法、⾏政法、⺠法、商法、刑法、⺠事訴訟
法、国際法、経済理論、財政学、経済政策から任意の２題解答

‧政策課題討議試験

‧⼈物試験
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４-６. 春区分編（院卒⾏政）

【体験談①】

<学習時期の開始について>
 試験前年の春‧夏ごろからのスタートが多い⼀⽅、学部時代から開始して中だるみして
しまったという声も。「早い時期から対策の時間を確保できたことが、直前期にプラスに働
いた」という総括もあり、適度に余裕をもって対策を始めるのが肝要でしょう。

<筆記、⼈事院⾯接、官庁訪問対策のバランスについて> 
 筆記試験後に⼈事院⾯接、官庁訪問対策を始めた⼈と、それぞれ並⾏して⾏った⼈にわ
かれました。試験対策と同時に説明会への参加や、⼈によっては⺠間就活を挟むなど、多忙
なためバランスを取りながら計画的に対策を練ることが必須です。

<英語試験の活⽤について>
 加点なし、１５点、２５点と内定者の中でもばらつきがありますが、加点がないことに
対する不安があったとの声もあるため、余裕があれば早めに基準点を取得しておくと安⼼
かもしれません。

<問題演習のタイミングや学習の偏りについて>
 試験科⽬の苦⼿分野に⾒切りをつけて、得意分野に集中して問題演習を⾏った⼈が多いで
す。１科⽬の全範囲を終えてから次の科⽬に⼿を付けたら、後になって忘れていたという声
も。取り組む科⽬に関しては、問題演習や復習を満遍なく⾏うとよいでしょう。

<⻑時間にわたる試験時間について>
 試験当⽇は途中退出ができますが、⼈によりけりでした。試験本番に合わせた演習を⾏
い、時間配分に慣れておきましょう。

<公務員志望仲間について>
 単独で対策した⼈、⼤学院や学⽣団体の仲間と対策した⼈がそれぞれおり、多様でし
た。省庁のイベントを通じて他⼤の学⽣と接点を持ったという声も。切磋琢磨できる同じ
⽬標をもった仲間がいると⼼強いと思います。

-４章 試験対策-
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４-６. 春区分編（院卒⾏政）
-４章 試験対策-

学部でもあるかもしれないが、学会発表と試験が同じ時期にあって、
試験勉強をかなり疎かにしてしまった。学部の時と違い、進学という
逃げ道がなかったので、⺠間就活もそれなりに⼒を⼊れて取り組ん
だ。

政策課題討議のイメージがあまりできていなかったのですが、普通の
ディスカッションでした。他の学⽣の意⾒を踏まえながら発⾔するこ
とができれば問題ないと思います。

⼈事院⾯接のときに研究内容に関する質問をされました。その時は研
究内容がまだまとまっていない時期だったので少ししどろもどろに
なってしまい、かなり焦った記憶があります。少しでもいいので、⾃
分の研究が深堀されても⼤丈夫なように準備をしておくといいかもし
れません。

『⼤学⽣活』が⻑く、所謂ガクチカに関しては、学部時代の研究、
サークル活動、⼤学院での研究と、⼿札が豊富だったように感じま
す。ただ、研究が忙しい時期があったので、公務員試験対策と研究の
どちらに注⼒するのかその都度選択しながらバランスを取りました。

ー68ー

【体験談②】

 ここでは、院卒⾏政を実際に受験した内定者の⽣の声をお届けします！



コラム５.教養区分不合格からの...
-４章 試験対策-

「教養区分に受かって、やりたいことに時間を使おう」

しかし、必ずしもそうはいかないのが現実。
実際にそんな体験（教養区分１次試験落ち→法律区分合格）をした内定者か
らのアドバイスです。

1. 教養区分受験前の⼈へ
まずは⼀次試験の基礎能⼒試験を解いてみましょう。そこで⼿応えがあ

れば、基礎能⼒試験の対策をしつつ、総合論⽂の対策をすれば良いでしょ
う。他⽅、⼿応えが芳しくなければ、市販の教材（⼀例として、畑中敦⼦
「畑中敦⼦の判断推理の新兵器！」（東京リーガルマインド）
２０２２年）や予備校教材などを使って基礎能⼒試験、特に知能分野の対
策を最優先すべきです。私もそうでしたが、知能分野が苦⼿だと数的処理
から逃げてしまい、結局残念な結果となってしまいます。ある程度対策す
れば解けると思いますので、苦⼿分野から⽬を背けずに取り組んでくださ
い！

2. 教養区分が思うような結果にならず、専⾨区分で捲⼟重来を期す⼈へ
 まずは、教養区分の結果を気にしないでください！
 試験に受かってしまえば官庁訪問に参加することができます。実体験と
して、官庁訪問では試験区分は重視されていないように感じました。
 確かに、⾃分より先に最終合格を得て試験勉強以外の活動に注⼒する学
⽣の姿を⾒ると取り残された感覚がしたり、試験に間に合うかと不安に
思ったりするかもしれません。しかし、試験対策の中で得る知識（法学
や経済学、政治学など）やその途中で出会う仲間はかけがえのない財産
になりますし、⾃信につながります。予備校の無料サービスや⼤学のキャ
リアセンター、そして各省庁の採⽤担当者などを頼りにしながら勉強を進
めていけば、必ず打開策が⾒えるはずです。⼼が折れないよう、適度に休
憩をとりつつ、頑張ってください！

以上が主なアドバイスです。
結局、他の試験区分で受かりさえすれば、どうにかなります！
官庁訪問では、試験区分の如何ではなく、「⽇本をどのような国にしたい

か」「希望する省庁で何がしたいか」が重視され、志願者全員がそうした観
点から評価されます。私の場合、勉強の合間に「⽇本農業をどう改善したい
か」に思いを馳せてモチベーションを維持し、官庁訪問まで乗り越えること
ができました。

教養区分合格はもちろん素晴らしいですが、専⾨区分でも全く構わないの
です。教養区分が振るわなくても、それで公務員を諦めることなく、ぜひ、
国家公務員にチャレンジしてほしいと思います。

応援しています！
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令和6年度内定者に

‧志望動機を⼀⾔で！
‧関⼼のある政策分野
‧ガクチカを⼀⾔で！
‧迷った併願先
‧本冊⼦を読んでくださっている皆さんへの
メッセージ
‧⾃分を⾷べ物に例えると？

について聞きました！

ぜひ参考にしてみてください！！

５章 内定者紹介
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【志望動機】社会活動の基盤である⾷の安定供給を守ること
で⽇本の豊かさを将来にわたって残していくため。

【関⼼のある政策分野】⾷料安全保障、⽔産資源管理、
EPA‧FTA

【ガクチカ】国際法模擬裁判

【迷った併願先】防衛省

【ひとこと】⾃分の将来を決められるのは⾃分だけです。決
断する勇気と、⾃分の選択を正解にする⼒を！

【⾃分を⾷べ物に例えると】(ロールキャベツの)かんぴょう
⽬⽴たずとも組織に⼀体感をもたらす存在でありたいから。

【志望動機】⽂系でも農業技術を学べる幅広さ、及びニーズを
作り出すことができる国という⽴場。
【関⼼のある政策分野】⽔産資源管理、農業経営、減反
【ガクチカ】学園祭実⾏委員会のごみ処理責任者
【迷った併願先】Kubota、JA全農
【ひとこと】「勉強」のつもりで勉強してても⾯⽩くないと思
うので、国家公務員（もしくは⾃分のやりたいこと）を⽬指す
初⼼を忘れずに、学⽣という特別な⽴場を活かして（どんな⼈
も学⽣相⼿なら話を聞いてくれます！）楽しみながら対策する
ことが⼀番の対策になると思っています！
【⾃分を⾷べ物に例えると】こんにゃく
素直な味シミの良さがあり、あくがなく、折れずにしなやか。

I.K.
出⾝：東京⼤学法学部
試験区分：教養

I.S.
出⾝：東京⼤学⽂学部
試験区分：教養

【志望動機】⼈の命、幸せの根源である⽇本の⾷を守り⽀えた
い。
【関⼼のある政策分野】⾷料安全保障、⾷⽂化、地域振興
【ガクチカ】邦楽の学⽣団体の代表を務めていました。
【迷った併願先】芸術⽂化に関わるNPO
【ひとこと】⾃分にとって何が幸せなのか、これから何をして
どのように⽣きていきたいのか…就職活動はじっくり⾃分と向
き合って考える良い機会だと思います。気負い過ぎず落ち着い
て、ありのままで居てください！みなさまが良い場所に巡り合
えますように。
【⾃分を⾷べ物に例えると】⽶
どんな⾷べ物ともよく合うから。
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I.Y.
出⾝：⼤阪⼤学外国語学部
試験区分：教養



【志望動機】誰しもが必要不可⽋な⾷に携わることで⽣活の
豊かさ向上に関われると思ったから。
【関⼼のある政策分野】輸出政策、⾷⽂化政策
【ガクチカ】映画祭の運営と国家総合職試験を両⽴したこと
【迷った併願先】外務省
【ひとこと】学⽣は何も気にせず、何でも聞くことができる
時期なので、志望していない省庁含めいろんな⼈とお話しす
ることをお勧めします！今やっていることは絶対に数年後、
結果として現れます。応援しています！
【⾃分を⾷べ物に例えると】⽜タン
⼤好物なのと、どんな料理でも存在感があるように⾃分の携
わる活動は惜しみなく全⼒で取り組むから。

M.H.
出⾝：東京⼤学法学部
試験区分：教養

【志望動機】中⼭間地域‧農村集落の振興に貢献したいから。

【関⼼のある政策分野】農村振興

【ガクチカ】農業サークルでの代表業務

【迷った併願先】総務省⾃治

【ひとこと】⽬標を⼊省にとどめず、⼊省後に活躍することま
で視座を上げて、いろんな職員の話を聞いて、いい仕事をする
ための⼤事な考え⽅をぜひ吸収してください。

【⾃分を⾷べ物に例えると】レモン
主役になることもあれば、からあげのわき役になることもあ
り、その場に応じて役割を変化させているところは、⾃分の意
識していることに通じるから。

M.H.
出⾝：慶應義塾⼤学⽂学部
試験区分：教養

M.J.
出⾝：早稲⽥⼤学政治経済
学部
試験区分：教養

【志望動機】農林⽔産業の成⻑と⾷の安定供給を⽀えるという
役割に魅⼒を感じたから。
【関⼼のある政策分野】農村振興、輸出促進
【ガクチカ】吹奏楽サークルで演奏会の主催を務めたこと
【迷った併願先】特になし
【ひとこと】公務員就活は⺠間就活と⽐べて取り組む⼈が少な
く不安になりやすいかもしれませんが、迷ったときは志望した
きっかけなどの直感的な思いを⼤切にすると良いと思います。
先輩や職員の⽅などたくさんの⼈の話を聞いて、後悔のない進
路選択をしてください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】納⾖
やると決めたことは必ずやり切る粘り強さがあるから。
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N.S.
出⾝：東京⼤学⽂学部
試験区分：教養

【志望動機】⼈の役に⽴つ仕事をしたい、これからの１０年
が⾯⽩くなりそう。
【関⼼のある政策分野】農村振興
【ガクチカ】⼤学３年のとき、⼤学のプログラムで参加した
地域創⽣活動
【迷った併願先】経済産業省、総務省⾃治、銀⾏
【ひとこと】⺠間就活は⾯接練習になるだけでなく、社会構
造を知ることにも役⽴つので、やった⽅がいいです！
【⾃分を⾷べ物に例えると】ごはん
なくてはならない存在。柔らかい性格なので、⽩⽶ではなく
炊いてあるやつ。

N.Y.
出⾝：九州⼤学⽂学部
試験区分：教養

T.A.
出⾝：東京⼤学農学部
試験区分：教養

【志望動機】農林⽔産業を発展させることによって、⼈のふる
さとを守りたい。
【関⼼のある政策分野】⼈材、農地政策、農業経営
【ガクチカ】オーケストラ
【迷った併願先】総務省⾃治
【ひとこと】⾯接は、お話ししてくださる⽅に感謝とリスペクト
を忘れず、相⼿の真剣な思いに⾃分がどうちゃんと応えられる
か、を常に考えていれば⼤丈夫だと思います。⼈の数だけ⼈⽣が
あるので、たくさんの⽅の話を聞くことをおすすめします。
【⾃分を⾷べ物に例えると】じゃがいも
煮たり焼いたり蒸したり揚げたり、様々な求めに応じて柔軟にお
いしくなりたいです！
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【志望動機】⾷を通じて⼈々の⽣活をより良いものにしたい
と考えたから。
【関⼼のある政策分野】動植物防疫
【ガクチカ】塾でのアルバイト‧実習での農家さんへの訪問
【迷った併願先】厚⽣労働省、神奈川県庁
【ひとこと】他省庁や⾃治体、⺠間企業、⼤学院などのさまざ
まな可能性を検討し、⾃分に合った選択ができるようにすると
いいと思います！
【⾃分を⾷べ物に例えると】チーズ
⾊々な料理や⾷材と合うので。さまざまな⼈とうまくやれるよ
うな⼈になりたいと思っています。



【志望動機】地⽅出⾝なので、地⽅を元気にしたい、誰もが故郷に
誇りを持って暮らせる社会にしたいという強い思い。
【関⼼のある政策分野】畜産、養殖(⽔産業全般)、農村振興
【ガクチカ】⼸道部での活動
【迷った併願先】厚⽣労働省、⼤阪府庁
【ひとこと】先⼊観なしに興味がなくていいから幅広い省庁の説明
会に参加してほしいです。試験‧⾯接対策を始めるのは早ければ早
いほどいいと思います。また、多様な経験を積んで分厚いガクチカ
を準備することをおすすめします！
【⾃分を⾷べ物に例えると】りんご
幼少期から体調が悪いとりんごおろしを⾷べればすぐ元気になった
ように、⾃分もそうした⼈の気持ちを少しでも軽くして元気にでき
るような⼈になりたいから。シンプルに好きな⾷べ物だから。

T.N.
出⾝：早稲⽥⼤学社会科学部
試験区分：教養

【志望動機】⼀次産業を⾃⽴させることにより、⽇本の国⼒と
誇りを継承したい。
【関⼼のある政策分野】農業経営、６次産業化、フードテック
【ガクチカ】政策⽴案コンテストの企画‧運営
【迷った併願先】経済産業省、政府系⾦融機関
【ひとこと】「農林⽔産省はこれから変わっていかなければなら
ない組織だ。」この⾔葉をきっかけに、私は農林⽔産省を志望し
ました。各組織の過去‧現在の姿だけでなく、未来の姿まで考慮
することをオススメします。思い悩む時もあると思いますが、頑
張ってください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】アスパラガス
常にまっすぐに⾃分の意志を持って⽣きていきたいと思うから。

H.T.
出⾝：東京⼤学法学部
試験区分：法律

T.N.
出⾝：京都⼤学法学部
試験区分：法律

【志望動機】国益の増⼤。農地政策。
【関⼼のある政策分野】農地、適正価格、⾼層⽊造建築
【ガクチカ】部活動（⼤会運営、主将）
【迷った併願先】国⼟交通省
【ひとこと】⾃分が何をしたいかを素直な気持ちで考えると、
⾃ずと進みたい道が⾒えてくると思います！
【⾃分を⾷べ物に例えると】⽶
‧毎⽇⾷べているのでもはや⾃分の⼀部だから。
‧お⽶のようにエネルギー源になって他者を動かす⼈間であり
たいから。
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【志望動機】波及効果が⼤きい仕事をしたかったことと、⾃分
が好きな⽥舎、農村に貢献できる仕事がしたかったこと。
【関⼼のある政策分野】農村振興
【ガクチカ】農業ボランティアや地⽅創⽣プログラムに精⼒的に
参加し、多様な⼈と関わるとともに、地⽅の窮状を実感した
【迷った併願先】迷っていない
【ひとこと】試験や官庁訪問に向けては、先を⾒通し逆算して対
策を進めると効率的だと思います。また、⻑期戦になるので、気
を強くもって諦めず取り組んでほしいです。頑張ってください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】醤油
いろんなものと合わせられる調味料。関わる⼈を引き⽴たせつ
つ、他の⼈と⼒を合わせることで⾃分も実⼒を発揮できるから。

K.R.
出⾝：⼀橋⼤学商学部
試験区分：経済

【志望動機】⾃⾝が素晴らしいと感じた農業を後世に残すため
に、あらゆる⼿段とツールを活⽤できる場であると感じたか
ら。
【関⼼のある政策分野】農業経営
【ガクチカ】卒論のテーマとして、コメの市場や保険について
の調査と分析を⾏っています。
【迷った併願先】JA共済
【ひとこと】農林⽔産省の官庁訪問では特に志望動機が重視さ
れる印象です。熱意を伝えることと、過去の経験からその説得
⼒を⾼めることを意識できるといいかもしれません。
【⾃分を⾷べ物に例えると】漬物
時間をかけてつくられた味を⼤事にしたいという思いから。

O.M.
出⾝：東北⼤学経済学部
試験区分：経済

O.Y.
出⾝：京都⼤学経済学部
試験区分：経済

【志望動機】⼈々が幸せに暮らせる社会を実現したいと考えてい
て、⾷の豊かさは⽣活の豊かさ‧幸せにつながると思ったから。
【関⼼のある政策分野】農業経営
【ガクチカ】塾講師
【迷った併願先】⾦融庁
【ひとこと】どんな社会にしたいのか、⾃分が将来どんな⽇本に
住みたいのかを考えながら、国家公務員としてやりたいことを考
えると良いと思います。試験合格がゴールにならないように頑
張ってください。皆さんが納得のいく進路を選択できることを
祈っています！
【⾃分を⾷べ物に例えると】⼤根
だんだん味がしみて活躍できるから。メインにもサポートにもな
れるから。
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S.Y.
出⾝：東北⼤学経済学部
試験区分：経済

【志望動機】農林⽔産業は地⽅の強みであるはずなのに、耕作放
棄地が増えていたり、飲⾷店街がシャッター街化してしまってい
るのを⾒て危機感を持ったから。(地⽅在住)
【関⼼のある政策分野】就農⽀援‧スマート農業
【ガクチカ】アカペラコーラス部の演奏会実⾏委員⻑
【迷った併願先】東京都庁
【ひとこと】やるべき勉強の取捨選択や試験本番での戦略⽴てを
すれば、時間が無い中でも効率的に対策することができます。そ
して何よりも⼤事なのは、「絶対にこの省庁で働きたい！」とい
う熱意です。応援しています！！
【⾃分を⾷べ物に例えると】ジャガイモ
我が強く頭が固い部分もあるが時間をかければしっかり周りに"溶
け込める"から。

I.H.
出⾝：東京⼤学教養学部
試験区分：政治‧国際‧⼈⽂

I.M.
出⾝：⼀橋⼤学社会学部
試験区分：政治‧国際‧⼈⽂

【志望動機】⾃分の強みを活かせて、働くのが嫌な環境では
ないと思ったから。
【関⼼のある政策分野】輸出促進、輸⼊の安定化、外国⼈⼈材
【ガクチカ】交換留学
【迷った併願先】他省庁
【ひとこと】可能性が⼩さくても、⾊々な選択肢を⾒て話を聞
きにいっていいんだなということが就活を通して得た気づきで
した。臆せず挑戦していってください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】海⽼
お弁当の隅の海⽼のように、⼩さくても喜ばれる存在でありた
いから。
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【志望動機】第⼀次産業の振興を通して、全ての⼈の安定した
⽣活基盤を⽀えたいから。
【関⼼のある政策分野】⽔産資源管理、森林資源管理、⾷料安
全保障
【ガクチカ】オーケストラと論⽂コンテストに尽⼒しました！
【迷った併願先】厚⽣労働省
【ひとこと】何事も始めるのに遅すぎることはありません。遅
すぎると思うなら、それは⾃分で挑戦しない理由を作っている
のかもしれません。⾃分の可能性を信じて挑戦し、悔いのない
進路選択をしてください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】納⾖
どちらも粘り強いです。



【志望動機】多くの⼈の暮らしを豊かにしながら持続可能な地域
を実現する。
【関⼼のある政策分野】農村振興
【ガクチカ】研究の⼀環で、地⽅の活性化に向けた政策提⾔を国の
⾏政機関に⾏いました。
【迷った併願先】秋⽥県庁
【ひとこと】試験や官庁訪問対策は、客観的な視点を取り込んだ対
策を⼼がけることが重要です。周りの⼈の⼒も借りながら、納得の
いく結果を勝ち取れるように頑張ってください！
【⾃分を⾷べ物に例えると】きりたんぽ
⽐内地鶏のスープや様々な野菜が⼊った鍋に⼊ることで周りの⾷材
の良さを吸収するきりたんぽのように、周りの⼈たちの良さを吸収
しながら⾃分を⾼めることができるから。

K
出⾝：京都⼤学法学部
試験区分：政治‧国際‧⼈⽂

【志望動機】⾃分が⾒てきた農村の営みを守るために何かし
たい。不安定な国際情勢の中で、何が起きても飢えない国にし
たいと思いました。（祖⽗⺟が農村出⾝なので戦争の時も⾷べ
物があったから何とかなったと聞いた事がありました）
【関⼼のある政策分野】農村振興、⾷料安全保障
【ガクチカ】学⽣団体の運営などをやっていました。
【迷った併願先】経済産業省、環境省
【ひとこと】試験は学部によっては授業内容がそのまま活きる
気がします。また、⾯接は繕いすぎない事は本当に⼤事だと思
いました。
【⾃分を⾷べ物に例えると】ハードグミ
噛めば噛むほど味が出て、柔軟に形を変えつつも変わらない芯
を持っている⼈間だから。（だといいなあ）

N.R.
出⾝：東京外国語⼤学
国際社会学部
試験区分：政治‧国際‧⼈⽂

K.T.
出⾝：東北⼤学法学研究科
試験区分：院卒⾏政

【志望動機】国内に軸⾜を置きながら、海外と関われる仕事
をしたいという思い。
【関⼼のある政策分野】輸出、国際、農業経営、みどり戦略
【ガクチカ】⼤学の吹奏楽団の⽴ち上げに参加し、幹部代では
代表として運営の安定化に尽⼒しました。
【迷った併願先】防衛省専⾨職（朝鮮語）
【ひとこと】⾯接では⾃分の思いを⾃分の⾔葉で語ることが何
よりも⼤切だと思います。原体験やそこから得た学び、価値観を
⾔語化して望めばきっと⼤丈夫です！
【⾃分を⾷べ物に例えると】トマト
主役にも脇役にもなれるから！
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【志望動機】農業の産業振興を通して、地域の豊かさを守りたい。
【関⼼のある政策分野】農村振興、農業経営
【ガクチカ】第⼀次産業‧地域づくりの現場経験
【迷った併願先】総務省
【ひとこと】⼀度考えたことのあることは、いざという時に⼝を
ついて出るものだと思います。官庁訪問前に採⽤担当の⽅を含め、
職員の⽅々とお話をして、考えを深め、準備をした上で、官庁訪
問期間中は、無理に取り繕うことなく、会話を楽しめたら、いい
時間が過ごせるのではないかなと思います。
【⾃分を⾷べ物に例えると】ネギ
⾷材としてメインにも、薬味として料理を引き⽴てる役割にも、
両⽅なれるような⼈でありたいため。

M.Y.
出⾝：早稲⽥⼤学⼤学院
⽂学研究科
試験区分：院卒⾏政

【志望動機】⾃分の⾝近な農村地域が抱える問題と、農林⽔産省
が取り組もうとしている課題に重なるところが⼤きかったため。
【関⼼のある政策分野】農村振興、輸出国際
【ガクチカ】合気道サークル主将、学科総代（学部）、査読論⽂
執筆（院）
【迷った併願先】なし
【ひとこと】試験対策だけに注視せず、官庁訪問に向けて早期か
ら⾃⼰分析や省庁の情報収集を⾏い、譲れない軸を探しておくと
いいと思います。
【⾃分を⾷べ物に例えると】鶏むね⾁
タンパク質含有量が⾼く、余分なものが少ない。どのような味付
けも可能。

S.M.
出⾝：京都⼤学農学研究科
試験区分：院卒⾏政

S.Y.
出⾝：北海道⼤学⼤学院
国際⾷資源学院
試験区分：院卒⾏政

【志望動機】どの部署に配属されても⼀次産業に関われるため。
【関⼼のある政策分野】スマート農業、消費者政策
【ガクチカ】学部三年次にアニマルウェルフェアに関する政策
提⾔を⾏ったこと。
【迷った併願先】環境省
【ひとこと】試験勉強や政策勉強、⾃分の内⾯の深掘りなど、
その全てを出し切るのが官庁訪問だと思います。そして、なぜ公
務員になりたいのか、なぜ農林⽔産省なのか、皆さんのその思い
には必ず原体験があるので、それらを思う存分深掘って、秘書課
⾯接でぶつけていってください。
【⾃分を⾷べ物に例えると】パン粉
⾊んなものをくっつける役割、調整する役割が得意だと思うた
め。
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 農林⽔産省の内定者ガイドブックを読んでくださり、あり
がとうございました。本ガイドブックが、読者の皆様が悔
いのない⼈⽣選択をするための⼀助になっていたら嬉しい
です。

 就職活動は、⾃分の核にある思いは何か、それを⼈⽣の
なかでどのように実現したいのかを真剣に考えるチャンス
です。周りに流されることなく、⾃分のペースで、公務員試
験の勉強や⺠間就活、官庁訪問対策を進めてください。

 内定者ガイドブック作成を通じて、私たちも⾃⾝の就職
活動を振り返り、農林⽔産省で働くことへの思いを新たに
することができました。

 いつか読者の皆さんと農林⽔産省でお会いできることを
楽しみにしています。

令和６年度 農林⽔産省総合職事務系
内定者ガイドブック編集担当⼀同
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農林⽔産省内定者ガイドブック
編集：令和６年度内定者⼀同 

発⾏：令和６年10⽉




